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はじめに 

 

昭和 62 年（1987 年）から、月１回の野鳥お勉強会を行ってから 26 年目。昨年は 25

周年（四半世紀）を迎え、来年はいよいよ 300 回を迎えるのだと、記念開催への高ぶ

りと同時に焦りも感じないわけにはいかない、というのが当時の正直な想いでした。

加えて 300 回にふさわしい内容から、「誰を迎え、どこで、どんなふうに」などを考える

と、なおさらに気持ちが萎縮し震えてしまいました。 

このたびの、北海道野生生物基金の助成が決まった時には、これまで悩んでいた

ものが、心の奥に描いていた開催イメージを実現可能へと大きく変化させてくれました。

そして、私のあこがれの人である樋口先生や、道内で鳥の分野では第一線の方々を

迎えられる運びとなったのです。 

北海道の豊かな自然や動植物を保全していくには、生物多様性の保全を前提とし

た取り組みをしなければならない時代であると考えます。 

本開催が北海道の自然環境の保全や野生生物の保護管理、ならびに生物多様性

の保全の充実へとつながることを期待いたします。 

なお、この記念講演会＆パネルディスカッション開催の報告書は、都合開催内容を

極力そのままにまとめたいことから、議事録的に整理したものです。 

最後に、開催にあたり、実行委員及びスタッフの皆さま、財団法人・北海道新聞野

生生物基金の皆さまに心よりお礼と感謝を申し上げます。 

 

平成 25 年 3 月 

野鳥お勉強会 代表 富川 徹 
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野鳥お勉強会 第 300 回記念講演会＆パネルディスカッション開催の概要 

 

昭和 62 年（1987 年）に設立、野鳥を主に動物やその他自然情報の交換の場として月 1 回

の野鳥お勉強会を行い、昨年６月に第 300 回を迎えた。当会は、野鳥や動物、自然に関心が

あり各分野で活躍されている学識経験者、大学などの教師、公務員、会社員、学生、主婦な

どをボランティア講師に招き、得意とする分野や身近な野鳥情報等の講義をもとに、参加者と

自由に語らい交流を行っている。 

300 回開催を記念して、昨今北海道で注目されている生物多様性の保全に鑑み、それに

関わる記念講演及びパネルディスカッションを開催し、北海道における鳥類及び自然の保護

への普及啓発をねらいとした。第１部では鳥類と生物多様性の保全が専門の、慶応義塾大

学大学院政策・メディア研究科特任教授（元東京大学大学院農学生命科学研究科教授）の

樋口広芳先生より、記念講演として「鳥の渡りと生物多様性の保全」と題してのお話をいただ

いた。第２部では、北海道の鳥類保護分野に携わる第一線の方々をパネリストにお招きして、

「鳥と生物多様性＋(プラス)」をテーマにディスカッションが行われた。これら開催は、野鳥お

勉強会（主催）、北海道新聞野生生物基金（協賛）、北海道野鳥愛護会・石狩鳥類研究会（協

力）で実施された。開催案内は、当会のホームページをはじめ、チラシ及び封書案内等により

広く呼びかけ、参加者は総勢 130 人を超える人たちが参集した。 

記念講演で樋口先生は、「私は 20 年ほど鳥の渡りについて衛星追跡をやっていて、その

主要な成果を紹介し、今日は鳥の世界をめぐる生物多様性について楽しみながら話を進め

たい」と始まり、１時間 20 分の中で貴重なスライドを多用された分かりやすいお話である。○

渡り鳥はそれぞれ独自の渡り経路をもつ渡りをしているが、個体、季節、年、あるいは食物、

気象によって異なる。○東アジアの森林や湿地の生態系は渡り鳥によってさまざまなかたち

でつながり、生息地の具体的なつながりを明らかにすることは、種の保全、感染症の伝播、温

暖化の影響を考える上で重要である。○個々の生態系は渡り鳥を介しつながり、保全には地

域の視点と地球規模での視点の両方をもつこと。渡り鳥と生息地保全には国際協力が不可

欠、とまとめられた。おわりに、「鳥たちがもつ力、魅力というものが計り知れない。私たちはそ

うした素晴らしい生きものと付き合っているということを日々私自身信じている」と締めくくられ

た。 

 パネルディスカッションでは、各パネリストから自己アピールと生物多様性の保全について

スライドを使いながらの自由な話とし、所属される行政、研究者、ジャーナリストという立場か

らの話をいただく。生物多様性の保全や取り組み方向として、○北海道独自のシステムでも

データの蓄積が重要で、同時に国際的な連携でデータを集め解析して地域の保全対策を立

てる（樋口）。○堅苦しい要請でなくてももっと声を上げ相談しよう（武田）。○希少種でなく直

接手をだせなくても、共通課題から保全の解決策はある（小野）。○写真撮影では珍鳥だけに

目を向けないことが大事（大橋）。○外来種のアライグマが森林性鳥類を脅かしている（川路）、

などの方向性が示された。また会場との熱心な対話もはずみ会を盛り上げた。最後にコーデ
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ィネーターの富川から、「私たち市民、道民が思っている考えを提示しながら、生物多様性を

意識した行動に変える必要がある」とあり閉会となった。 

依然として、生物多様性のもつ意味や関連性においての難しさがあるものの、今後はさら

に注目して情報等を共有しながら勉強できる機会の増えることに期待したい。 

300 回開催にふさわしい講演及びディスカッションは、多くの皆さんのおかげで有意義で素

晴らしい内容に終始した。これらを踏まえさらなる会の飛躍につなぎたい。 

 

(北海道新聞野生生物基金実績報告書より 平成 25 年 3 月) 
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第１部 

記念講演 『鳥の渡りと生物多様性の保全』 

    

樋口 広芳 

慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授 
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第1部 野鳥お勉強会 第 300 回 記念講演 

  演題：「鳥の渡りと生物多様性の保全」 

       樋口 広芳（慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授） 

 

松山：開会 

お待たせいたしました。これより野鳥お勉強会 第 300 回記念講演会＆パネルディスカッション

を開催します。 

はじめに、本会代表の富川徹より挨拶を申しあげます。 

 

富川：代表挨拶 

野鳥お勉強会代表の富川です。本日は、この「野鳥お

勉強会第 300 回記念講演会＆パネルディスカッション」の

開催にあたり、このように大勢の皆さまの参加、また遠方

からも足をお運びいただきまして誠にありがとうございま

す。 

今この時期は、北海道の春真っ只中の鳥や自然の魅

力あふれる時期ということで、このお勉強会もちょうどこの

時期季節に行われるという巡り会わせとなりましたが、これも“神様のおぼし召し”と受け止められ

る有難いことと思っています。 

さて、このお勉強会は昭和 62 年（1987 年）にスタートした会です。それから 26 年目となりますが

昨年は 25 周年ということで、これまでの会の経緯や開催の内容などを簡単にまとめ、本会のホー

ムベージや北海道野鳥愛護会誌などにお示したところです。その中には書いてはあるのですが、

設立当初はまさに自然ブームということで、各地では自然関係の講演会やイベントなども目白押

しでありましたが、ただ“聞かされる”という一方通行的な進行が多く、どちらかというと簡単な質問

をするにも内容の程度で躊躇する雰囲気がありました。 

そんな中、「好きな鳥や自然のことをもっと楽しく自由に話し合える場」を創造したいと、アニメ鉄

腕アトムの原作者の手塚治虫さんがやっていた「人の意思の交流が新しい社会づくりに貢献す

る」として「人の出会いの場」、いわゆる「サロン」をつくっていたことにすごく賛同していたことも心

を動かしました。今もそうなのかも知れませんが、野鳥や自然などを知るという勉強は大事だけど

関係する団体の会員獲得のためにもいいこと、そして世は週休二日制によって飲食店などでは客

離れもあるなど、本会を行う会場を安く借り上げて開催できるというメリットもあって、恩師である故

柳沢信雄先生（当時北海道野鳥愛護会副会長）とともにはじめました。 

思えば、「こんな会が、よく続いてきたなぁ」というのが実感ですが、これも関係の皆さまに支えら

れ、助けられてきた“おかげ”であると深く感謝する次第です。今日は 300 回、これまでも 100 回、

200 回と区切りで小規模ながら記念開催を行ってきました。そのたびに必ずと言って皆さんからの

メッセージが寄せられ、「継続は力なり、50、60 歳になっても続けよう、300 回を目指せ！」などの
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たくさんの心温まるお言葉を頂戴しました。まさに 300 回を迎える日が来るとは驚きの何物でもあ

りません。 

何はともあれ、今日は第１部では鳥の大先生で私のあこがれの人である樋口先生をお迎えで

きることが夢のようです。また、第２部では、北海道の鳥類保護分野に携わる第一線の方々をお

招きしてのパネルディスカションが行われます。そして、第３部はこの会がないとお勉強会ははじ

まらないという交流会です。このように盛大な開催となりましたことをあらためて関係の皆さんに深

く感謝の意を表します。今日は少しだけ長い日とはなりますが、この機会を皆さんとともに共有し

ながら、有意義にお時間を過ごせますことを期待し、簡単ではありますが開会の挨拶といたしま

す。 

 

松山：ありがとうございました。 

それでは早速第一部、野鳥お勉強会 300 回記念講演

「鳥の渡りと生物多様性の保全」ということで樋口広芳先

生にお話をいただきたく思います。その前に先生のプロ

フィールをご紹介いたします。先生のことは、皆さんよく

御存じかに思いますがあらためて紹介させていただきま

す。 

先生は 1948 年横浜で生まれ、小さい頃から大変鳥が好きで、自宅の庭でキンケイやアヒル、ゴ

イサギなどを飼われていたということです。それも孵卵器からかえすということの本格的な飼育を

されていたとお聞きします。大学は日本鳥類大図鑑編者の清棲保之先生のいた宇都宮大学の修

士課程を修了し、東京大学博士課程に進まれました。77 年には東大助手となりアメリカのミシガン

大学動物学博物館客員研究員として研究に励まれ、94 年東大農学部、96 年同大学院農学生命

研究科教授をなされ、今年 3 月末定年退官されました。4 月より慶応義塾大学大学院・メディア研

究科特任教授になられています。さらに東京理科大学の教授も兼任されています。 

鳥に関しては大変幅広く調査研究をされていますが、主なものとしては人工衛星を利用した渡

り鳥の追跡研究に深く関わった研究があげられ、これによって鳥の渡りのルートが新たに解明さ

れています。鳥は国外への移動があるので対象地域では、ロシア、中国、インドなど、対象種はマ

ナヅル、タンチョウ、ハチクマ、サシバなどです。そのほか、都市で問題のカラスと人間生活の軋

轢発生のしくみ、マガンによる農業被害の発生機構、サシバの環境利用と採食形態、コアジサシ

の新繁殖地創生と保全管理などの研究をされています。これはごく一部です。最近では昨年の

3.11 の東日本大震災に伴う福島原発事故を受けて、「放射能汚染が鳥類の繁殖生存分布に及ぼ

す影響-チャルノブイリ原発事故 25 年後における鳥の世界」ということで福島での取り組みや提言

について関与されおり、幅広くご活躍され、これまで山階芳麿賞や鳥学会などの団体から多くの

表彰を受賞されておられます。また、鳥学会をはじめ、日本生態学会、動物行動学会などの会長、

理事、評議員などを歴任され、また、行政関係では、国土交通省などで野生生物保護や鳥インフ

ルエンザなどの対策会議等の委員長や座長をされ現在もお勤めされています。 
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著作に関しては赤い卵の謎、保全生物学、カラスの自然史、訳書ではダーウィンフィンチ、野外

鳥類学への招待、フィンチの嘴ガラパゴスでおきている種の変化？など多数の著書があります。

本職の論文では数は 500 を超えるとうかがっております。大変多くの実績を残されておられます方

でございます。今日は遠く神奈川から札幌まで来ていただいたことから、期待してお話をお伺いし

たく思います。先生よろしくお願いいたします。 

 

樋口： 

大変丁寧な紹介をいただきありがとうございます。お話

いただきましたように、３月まで東京大学にいまして現在

慶応義塾大学の湘南藤沢館にいます。まだ２ヵ月半しか

経ってなく移ったばかりで慶応大学の樋口というのが、な

んとなく恥ずかしく言えない状況です。今日は紹介にもあ

りましたように、鳥の渡りについて衛星で追跡するという

ことを 20 年間やっていて、その主要な成果を皆さんに紹

介して鳥の世界をめぐる生物多様性（後で述べるが）に

ついて、楽しみいただきながら話を進めたく思います。こ

こにはバードウォッチャー、一般の方などたくさんおられ

るので、専門的な難しい話は抜きにして鳥の渡りを実感

していただきながら、自然や生きものの世界を楽しんでい

ただければと思います。 

ご存じの方もおられますが、鳥の多くは毎年秋と春、繁殖地と越冬地の間を長距離移動します。

鳥たちはこの渡りの課程で、各地の自然環境から水や食物を得ると同時に、遠く離れた国や地域

に自然をつなぎ、健全な維持に貢献しています。 

一方、鳥たちは、この渡りの過程でさまざまな環境問題に遭遇し、急激に減少しています。ある

いは感染症に伝播することになり、人の産業や健康に重大な影響をおよぼしています。そうしたこ

とから、鳥の渡りにかかわる研究は、今日、生きものや自然の多様性、「生物多様性」の保全や管

理の上でも、もっとも重要な課題の一つに数えられています。 

生物多様性というのがいつものキーワードと思っていたのですが、ここ２～３年、新聞、テレビ、

雑誌などでよく扱われてきているので、あまり説明することもないと思いますが、複雑な概念として

説明を始めるとかなり時間もかかります。ここではとりあえず生きものや自然の多様性、あるいは

生きものの賑わい、私の好みのことば言えば命の賑わいということで認識いただければと思いま

す。そうした生きものや自然の多様性（生物多様性）で代表させるということです。 

今日は、１時間 20 分ほどいただき、次の６つの話題について話したいと思います。 

 

１．渡り鳥の減少 

２．渡りの衛星追跡 
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３．鳥によって異なる渡り経路 

４．渡り様式と生息地利用 

５．鳥の渡りと地球温暖化 

６．人と人をつなぐ渡り鳥 

 

ひとつ目は、渡り鳥が最近地球規模でも身近なところでも減少してきていることについて話しま

す。それから、２つ目は、減少の状況を探る、あるいは保全に向けて対策をとっていくうえで渡りの

経路をきちんと把握していくということが大切である話、そしてそれを行う上で衛星を使った追跡が

重要な役割を果たしていて、たくさんのいろんなことが分かってきています。その研究手法につい

て紹介します。３つ目は、その成果をいくつか紹介します。渡りの経路だけではなくてさまざまな情

報が衛星追跡によって分かっています。４つ目は、渡り様式と生息地利用について少し複雑な話

をします。５つ目は、地球温暖化との関連や問題について触れたい。地球温暖化と生物多様性に

関わる問題を別個に話されてしまうことがあります。私は研究もしているが、自分らしく鳥の渡りに

焦点を当てたことの話をします。そして、６つ目の後に渡り鳥は異なる地域と地域の自然をむすび

つけているが、同時に渡りの経路沿いの人と人をつないでいるという役割も果たしています。その

ことについてお話します。 

 

1．渡り鳥の減少 

地球規模で渡り鳥が減少してきています。いろんな情報がありますが、スライドはロシアと中国

の国境にアムール川という大河が流れるが、そのアムール川の中流域です。ロシアの研究者が

長年にわたってコウノトリの生息数や繁殖に関わる情報を集めています。1980 年代からのデータ

ですが個体数が年によってバラツキはあるが年々数が減少しているものです。とくに 1990 年代に

入る頃から以前の半分くらいになっています。このような状況をみると、皆さんの多くは繁殖地の

アムール川中流域で、さぞかし大規模な自然環境の破壊がおきているのかと思われるかも知れ

ません。ところが、驚かれるとも思いますが、コウノトリの繁殖する環境はすばらしい湿原で広大に

残っています。私は渡り鳥の研究から世界あちこちに出かけていますが、これほど素晴らしい、美

しい自然が広大に残っているところは、おそらく世界広しといえどもここくらいしかないでしょう。朝

の５・６時から夕方の７時くらいまでヘリコプターで上空を飛びながら調査したが、どこまで行っても

この素晴らしい自然は、まるで天国（私は行ったことがないが・・・笑）のような、パラダイスとも思わ

れるような環境がつながっています。である意味にもかかわらず、コウノトリをはじめとしたさまざ

まな生きものがいるのですが、数が減っています。そうしたことから、繁殖する場所の環境そのも

のも勿論関係はするのですが、おそらく渡ってきた先々でいろんな問題を抱えている問題がある

のではないかと思われます。 

日本に渡来するタカ類のサシバも年々減少していますし、また後でも話しますがハチクマという

鳥がいて、ハチかクマかとよく言われるがハチを主食にしているタカがいて、山梨でも生息地点が

年々減ってきています。日本にちょうど今頃に東南アジア方面から渡ってくる鳥たちも数が減って
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います。ヨタカ、アカショウビン、サンショウクイ、サンコウチョウ、アオバズク、ヒクイナなど、あまり

一般の人たちに知られていないような、でも姿や鳴き声が美しい鳥たちの数が著しく減ってきてい

る。そのなかで、サンコウチョウという尾が長く、「ツキヒホシ（月日星）ホイホイホイ」と鳴いて月と

鳥と星が 3 つの光を表す鳥（三光鳥）？という鳥がいますが、埼玉県東松山市の減少過程をみる

と 70 年代初めには個体数 20 だったのが、減って 90 年代半ばではゼロにまでなっています。この

時代、宅地造成、ゴルフ場造成、農薬散布などさまざまなことが減少に関わったことは確かである

と思われます。その後、いろいろと検討した結果、それだけでは説明がつかないという結論になり

ました。細かいことは省きますが、越冬地の環境破壊が大きな原因になっているのではないかと

いうことが考えられます。 

ひとつは、越冬地がよく分かってはいないのですが、スマトラ島やマレー半島での熱帯雨林の

大規模伐採ではないかと思われます。熱帯雨林の分布をみると 1930 年代はじめからみてかなり

減少しています。32 年の減少率を１00 とすると、その後の 50 年間で約 30%減っています。80 年代

に入ると、わずか 5 年間でそれを倍くらい上回る勢いで減少しています。1980 年代初頭はまさにこ

の時代に相当しており、サンコウチョウをはじめとした日本の多くの熱帯雨林を越冬地として日本

に夏鳥として渡ってくる鳥が減少したと考えらます。越冬地の環境破壊がひるがえって日本の里

山やブナ林に渡来する鳥たちの減少を招いているのではないかと思われます。ただし、日本のな

かでサンコウチョウが急激に減っている地域がある一方で、ほとんど変わらない南西諸島や静岡

県の掛川市周辺といった地域もあります。繁殖地や越冬地の問題で済ませるという大雑把なこと

ではなく、どこの地域のものがどこに行ったのか、それが熱帯雨林の消えたところなのか、まだ残

っているところなのか、ということを含めて今後詳しく調べていく必要があります。渡り鳥のように地

球規模で移動する動物の保全のためには、移動の経路全体を正確に調べ、越冬地、中継地、繁

殖地の位置と、そこでの保全上の問題点などを明らかにする必要があります。そうした渡りの経

路を明らかにする上では、人工衛星を利用した追跡（衛星追跡）が有効です。その仕組みを簡単

に紹介します。 

 

２ 渡りの衛星追跡 

鳥の渡りの研究というのは、足環を付ける、一番早いのは鳥に赤い糸をつけることで始まりまし

たが、標識を足などに付けて調べることはいろんな情報をもたらす貴重な調査研究になります。如

何せん、どこに鳥がいるのか分からない、だからなのだけど、とくに極東地域、ロシア、北朝鮮、中

国、韓国や南の地域に行っても政治的に難しい地域ばかりで、標識を 1000 個、10000 個付けても

極々わずかしか回収されないという状況で得られる情報は楽天的です。楽天的ではあるけれどそ

れなりに貴重なもので、鳥の保全上においてはきちんと使えるものなのです。そうしたところで

1990 年代に入ってからいい衛星を使うことが可能になってきました。私は衛星追跡の研究に当初

からかかわり、これまでの 20 年間にさまざまな研究を国内外の研究者と共同研究という形で行っ

てきました。衛星追跡のしくみは、鳥に付けられた送信機から電波が発信されていて、人工衛星

（NOAA)のアルゴシステムによって電波が到達します。そこの蓄積されたデータを地上基地に送る
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ことで、時間、緯度、経度が読みだされ、

インターネットにより研究者に届くというし

くみです。人工衛星の軌道は約 100 分に

1 回地球を無軌道で回るもので、一度鳥

に送信機が付けられるとコンピュター上

の仕事になります。だからとても効率よく

情報が得られます。鳥たち（鳥でなくてな

んでもいいが）、どこにいてもほとんどタイ

ムリーに情報を知ることができます。それ

を始めるにあたっては、まず鳥を捕まえて送信機を付けるということが必要です。日本製、アメリカ

製、ドイツ製などいくつかあり、最近一番小さなもので 5g、小指の先の節くらいで、大きいもので

50g、100g くらいのものがあります。それを体重の４%以内で収めれば、通常の飛翔、採食、繁殖へ

の影響はないと分かっています。これをハチクマに付ける場合には太陽電池が可能なランドセル

のように背負った形のもので複数年（2～3 年）の寿命というのがあります。ハクチョウでは首環に

装着します。データはデジタルで、通信機の ID には鳥の番号、年月日、時間、緯度経度、LC（位

置精度）などが示されています。アルゴシステムはあまり制度がよくなく、0～3 の数字の高い方が

位置精度が高いのです。極めて大雑把に言って、アルゴシステムを使った衛星追跡の位置の誤

差を静止した状態で示すと約 1km くらい（約 60%の測位点が 1km 以内に入る）という、そのくらいの

差があります。ですから、細かい 1km くらいの範囲でどう動いているということでは不向きですが、

何百、何千 km、10,000km を超すような長距離の移動を追うには十分使えます。 

 

３．鳥によって異なる渡り経路 

そこでどういうことが分かってきたかということを紹介します。九州の出水では千羽鶴ならず万

羽鶴が来ます。13000 羽ほどのツルの足どりを1990 年代はじめで衛星追跡を始めたころのもので

す。これは春で出水から北上して対馬海峡、朝鮮海峡を渡って朝鮮半島に入ると非武装地帯の

国境にあたる場所をめざしていて、ひとつは黒竜江省の三江平原（Three Rivers Plain)、もうひとつ

は黒竜江省のザール（Zhaiong)に行っている。これまでに至るまでには足環などたくさん付けたが

きちんとした情報が得られませんでした。次は、コハクチョウで北海道にはたくさん飛来しますがク

ッチャロ湖は北から来るものにとっての最初の中継地で、北へ帰る時は最後の中継地になります。

首環に発信器を付けての個体がクッチャロ湖を飛び立ち、アムール川河口部やサハリンなどで滞

在しながらオホーツク海、マガダンを越えツンドラ地帯まで行くということが分かりました。 

それから、オオハクチョウは、北海道東部の屈斜路湖あたりが重要な中継地になっています。

観察情報では伊豆沼で越冬するものも北海道東部や石狩川あたりに来て、さらに北上します。や

はりアムール川河口部が重要な中継地で、コハクチョウと同じオホーツク海を越えて行きますが、

コハクチョウに比べると少し南で繁殖しますが、より広い範囲に散らばっている傾向があります。

いづれにしても北海道の各地を経由してこんな渡りをしていることがみてとれます。 
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これはオナガガモです。全国に普通にいるカモで、東京では上野不忍池でも歩いていると近寄

ってきますが、こんな渡りをしています。300 羽くらいを追跡していますが、まるでホウキの先が広

がっていくように、またハクチョウとは違った渡りの経路ですが、極東地域まで渡ります。ご存じの

ように、ハクチョウもカモ類も北海道を経由していますが、こういう衛星追跡の調査に貢献していま

す。 

今までは渡りの経路についてみてきましたが、いったいどんなところを旅しているのだろうか。と

いうことで、グーグルアースの画像上に経路を示してみます。赤い点が経路です。ここが秋田県大

館市、次が北海道恵庭市、ここが旭川の近くの比布町、そして北端の稚内付近を経由してサハリ

ンと素晴らしいところを通過します。これは氷河地形でたくさんの湖沼がある場所を経由しオホー

ツク海を越えてマガダン周辺の素晴らしい湿原、さらに北上して繁殖地に行きます。こんな素晴ら

しい環境でひと夏を過ごしてまた南下して日本に戻ってくるのですが、その鳥が不忍の池にいると

か北海道のどこかで、ということになります。そういう鳥だけをみていると、こんな素晴らしいところ

を旅してくるとは想像もつきません。 

タカの仲間のハチクマの渡りの話です。ハチクマはハチを主食にしています。ハチの巣を見つ

け出して、日本だと地上付近に巣をつくるハチのクロスズメバチなどの巣を掘り起こしてその巣か

ら卵とか蛹、一部は成虫も捕ります。猛烈にハチに襲われるがものともせず、ブスブス刺されても

大丈夫。刺されないのではないかという話もあるが刺されます。でも今日は詳しくは話しませんが、

化学的に防御機能をもっていて大丈夫なのです。人間ではとても生きてはいけない。そうしたハチ

資源が温帯地域では冬の間はいないので南に行って越冬するという渡りをします。毎年 9 月、10

月になると日本のいくつかの地域、例えば愛知県の伊良湖岬などを何百、何千のハチクマが南に

進んでいくのが分かります。ハチクマは北海道でも繁殖していて北海道からの渡りについてはき

ちんと調べてはいないけど、これから話す内容とほとんど同じです。これは長野県の観光地で有

名な安曇野（ソフトクリームの美味しいところ）ですが、そこを出発したメスのハチクマです。2003 年

9 月 19 日、西へ進んで東シナ海 700Km を越えて中国の揚子江に入って内陸を南下します。10 月

7 日にはベトナム、12 日ラオス、13 日タイ、と言うように南下してインドシナ半島からマレー半島に

行きます。どこまで行くのかと位置と移動に毎日胸をときめかせながら、さらに追い続けるとマレー

半島の西側を通って、シンガポールを経由しスマトラに入って11月9日には以降ジャワ島タシキマ

レーに到達することが分かりました。安曇野が故郷で繁殖していたので名前を「アズミ」という名前

（私が命名）を付けていますが、長野の人たちは「ウナギ」と呼ぶ。ウナギでは、「ウナギが今クア

ラルンプールにいました」ではおかしいので、「アズミ」という名前で人気を博しました。片道

10000km、大きな迂回経路です。その後たくさんの個体を追跡していますが、皆同じでまるで空に

道があるような感じでマレー半島から分かれてボルネオからフィリピンに行きますが、ここにいくの

なら南西諸島から南下すればはるかに時間もエネルギー（お金は関係ありませんが）も楽なので

はないか、と思います。実際に今日は余裕がないので言いませんが、サシバは南下します。です

から全然違う渡り経路にあるということが分かりました。春の渡りはこの「アズミ」でみると、2 月 22

日タシキマレーを出発、秋の渡り経路をたどって北上するのかと思っていたところ、ミャンマーのケ
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ントン（40 日間）を通って北上し、中国の雲南省（コンメイ）をたどり、行く先はロシアのアムールくら

いまで行くのかなと思っていたら、ちゃんと戻ってくるのです。山東半島から海を越えて遼東半島、

朝鮮半島北から朝鮮半島を南下して九州福岡に入り、90 度方向を変えて故郷の長野県の安曇野

に戻るという嘘のような話です。衛星追跡でなければこんな渡りの経路をきちんと全貌明らかにす

ることは全くできませんし、春の渡り経路でそんな経路があるということは、私を含めても誰も知ら

なかったことです。 

衛星追跡の威力を知ると同時に鳥たちの渡りということが、私たちが考えていることよりはるか

に複雑な行動であるとうことが分かりました。この帰りも 10000km 以上の渡りであり、往復で 2 万

数千 km、春と秋の渡りの経路が大きく違うが、終着点は同じで長野県安曇野です。これまで 50 数

個体も追跡していますが、春の渡りでは皆同じ経路で朝鮮半島経由であり、面白いのは 1～2 週

間の長期間にわたる中継地における滞在がみられます。おそらく繁殖ということを控えているので

栄養をとっているのだろうと思われます。いずれにしても、注目すべきことにハチクマは春秋の渡

りを通じて、東アジアのすべての国を一つずつ通過していくといくことです。 

さて、こういうことに関心をもっている人はこの疑問も必ず持ちます。そう、「ハチクマが秋と春で

渡り経路を違える理由」です。大きく迂回するのは何か理由があるのだけど、なんで秋と春で渡り

経路が違うのかということです。いろんな解析をしていますが、違いを生み出す鍵になる主な地域

は、東シナ海を超えるかどうか、島影のない 700km を超えるのが得策なのかどうか、できるのだろ

うか、ということです。調べたところ、秋には東シナ海に安定した東からの風が吹いている。ハチク

マはこの追い風を利用して 700km の海を渡る。しかも上昇気流が発生するので得意な気象条件

を利用して渡っている。一方、初夏 5 月上旬には、東シナ海とその周辺地域の気候は不安定（梅

雨前線）で、700Km の海上を渡るのは危険、朝鮮半島から対馬経由で 200km 弱の海を渡る方が

はるかに安全であるということなのです（秋と春の気象をアニメーションで説明）。 

 

４．渡り様式と生息地利用 

渡り経路を調べるには大きな実験をしてきていることが

お分かりいただけたと思いますが、情報は経路を明らか

にするだけではなく、さまざまな関連情報を提供してくれ

ています。それを解析することによって、個々の種の様式

とか生息地の利用のし方が分かってきています。これま

でツルの仲間（タンチョウ、マナズル、ナベズル、ソデグロ

ズル、クロズル、アネハズル）、ハクチョウ類（コハクチョウ、オオハクチョウ）、カモ類（マガモ、オナ

ガガモ、ヒドリガモ）の鳥たちを追跡してきた中で、たくさんの鳥たちが利用する場所、長期間滞在

する場所、人間社会では国際空港に相当するものです。飛行機も飛び続けることはできないので、

エネルギーを補給するような場所をもつが、その場所がどういうところかです。東アジアにおける

重要な渡来地は、これまでの野外観察や衛星追跡の結果から、中国の三江平原、黄河河口、ポ

ーヤン湖（揚子江中流域）、朝鮮半島の非武装地帯、金野（北朝鮮）などが重要な中継地であるこ
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とが分かってきました。とくに、朝鮮半島の非武装地帯が注目されます（図で説明）。非武装地帯

周辺のマナズルの滞在位置は北朝鮮境界の鉄源と板門店で衛星追跡した点が集中しています。

ここはツルたちにとって好適な環境があります。これはタンチョウの分布であり、北海道のタンチョ

ウは長距離の渡りはしないが、ここでは数百、数千キロの渡りをします。越冬期のタンチョウもこ

の地を利用しています。ハンカ湖から南下してマナズルの渡り経路をとおって非武装地帯（幅 4km

内）に来ます。韓国寄りの人民統制区域（CCZ：シベリア コントロール ゾーン）があり、タンチョウ

の滞在位置は南の 1 点を除いて非武装地帯に隣接して綺麗に分布しています。地武装地帯周辺

のタンチョウの昼と夜の位置は、日昼は人民東征区域の湿地、田んぼで暮らし、夜は地武装地帯

となっています。 このように、南北朝鮮を隔てる非武装地帯、国境は渡りの重要な渡来地になっ

ているのです。非武装地帯は、立ち入りが禁止され、経済開発が行われないため、鳥たちにとっ

て安住の地、楽園になっている。北朝鮮と韓国は朝鮮戦争によって国が二つに分断されています。

不幸な戦争の結果として非武装地帯が設定されていますが、大変皮肉なことにそこが立ち入りで

きないことから、鳥たちを含む生きものの安住の地、楽園になっています。人民統制区域、非武装

地帯では厳しい検問が行われていて、そうした中でツルたちが平和に暮らしている皮肉な様子が

みられます。地雷もたくさん埋まっていて非武装地帯そのものが立ち入りできませんが、仮に入る

としても動き回ることはできないでしょう。ツルはたぶん大丈夫に思います（写真で説明）。 

 

５．鳥の渡りと地球温暖化 

これは北半球の 1950～2007 年の年平均気温で、平均値は平年値（1971～2000 年）を使い、そ

れからどのくらいずれているかを示したものです（グラフで説明）。これをみても確実に温度が上が

ってきています。IPCC の報告（2007）によれば、これまでの 100 年で地球の平均気温は 0.74 度、1

度に満たない上昇を続けているということが分かっています。そういうわずかな気温の変化を、鳥

たちがどんなふうに受けているかを調べるには、長年にわたっていろんな情報を集めておく必要

があります。 

これはコムクドリで、新潟で巣箱を使ったきっちりとした記録ですが、最初に卵を産んだ日をみ

ると、30 年間、2 週間きれいなパターンで早くなっています。春先の気温と鳥の繁殖時期は大きな

関わりがあることは経験的に調べられていて、コムクドリでは春先に気温が高い年ほど産卵時期

が早まる傾向があります。ソメイヨシノでも春先の気温に影響を受けて、開花が早くなったり遅かっ

たりしますが、春先の気温が高い年ほど開花は早い。綺麗な曲線であるのは、サクラは地面につ

いていることであり、コムクドリは新潟の気温だけでなく越冬地、中継地の気温を受けながらなの

で、関係がサクラとは違う。そうした生物季節を変化させるなど、繁殖時期、サクラの開花時期な

ど分かってきています。 

これはコハクチョウの越冬数の年変化です。年々日本で越冬する数が物凄い勢いで増えてい

ます。年によって触れていながらも増えていて、新潟でも似ていて連動していると考えられます。

おそらく気温の上昇であると見当をつけて統計的に操作しながら解析を進めていますが、どこの

気温の影響を受けるかを調べるには、やはりどこに行くのかを調べなくてはなりません。先ほどの
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コハクチョウの衛星追跡の結果でも、繁殖地のツンドラ地帯のチェルスキーと、中継地の枝幸、越

冬地の新潟の気温がどうなのかを調べました。これは成鳥の生存率の変化に関する影響する要

因のモデル選択という複雑な表ですが、越冬地新潟の気温に関係した降雪量、繁殖地や中継地

の気温がどう組み合わさって影響するかを調べたもので、それぞれの気温が重要であるというこ

とが分かったというものです。ハクチョウはご存じのとおり、子どもが親と一緒に渡ってきて、色が

灰色です。だからその年何羽の子どもが生まれ渡ってくるのかが分かります。繁殖地の繁殖時期

の気温、幼鳥数を表しますが、繁殖地の気温が高いほど幼鳥が多く生産（誕生）されて、日本に渡

ってくることが分かります。これは、気温は繁殖地、越冬地でどのくらい上昇しているのか、どう変

動しているかをみたものです。繁殖地と越冬地の気温をみると、どちらも年が進むにつれて気温

が上昇しており、気温は 33 年間でチェルスキーが 3.8 度、同じく新潟が 2.6 度上昇している。先ほ

どの IPCC では、これまでの 100 年で地球の平均気温は 0.74 度上昇していたが、その平均的な基

準からすると繁殖地も越冬地もそれぞれに著しいということがいえます。そうしたことから、コハク

チョウの越冬数の変動や増加は、繁殖地や越冬地の温暖化と関係していることがうかがえます。

そこで、気温、或いは気温と関係する降雪量がハクチョウの生活にどう影響するのかが問題にな

りますが、繁殖地の気温の増加は、採食地拡げ（雪や氷を早く解かす）、より多くの食物をもたら

す。それが、成鳥の繁殖成功の増加や、成鳥、幼鳥の生存率の増加につながります。また早く雪

解けが始まるので成鳥の繁殖開始を早めるので、渡り前までの幼鳥の成長期間が長くなるし、幼

鳥の生存率が上昇します。また、越冬地や中継地でも積雪量を減少させ、より多くの採食地を露

出させ、成鳥、幼鳥の生存率が上昇し、成鳥の繁殖成功が増加します。以上、これらは推定で、

今後明らかにしていきます。 

 さて、ハクチョウの数が急激に増えて日本のどこに行ってもハクチョウがたくさん見られるという

ことは、バードウォッチヤーといわれる人たちにとっては嬉しいことかもしれないし、行政で観光を

行っているところは喜ぶかもしれない。でもそれがいいことであるかは別問題であります。生態系

というのは相互作用やバランスを保ちながら存在しています。人間もその中でさまざまな自然の

恵み受けながら生活をしています。ハクチョウも越冬地、中継地、繁殖地のいろんな影響を受けな

がら、数を増やしてしまっているということで、他のハクチョウや一部の鳥の数が増えているが、喜

んではいられません。ハクチョウの増加によって、繁殖地のツンドラに生態系が変質している可能

性があります。問題は、バランスのとれた本来の健全な生態系の維持です。これもこの夏あたり

から研究者で検証していこうと相談しているところです。まだこれも推定です。北アメリカでは原因

は違うが、ハクガンという鳥がカルフォリニアの農耕地の食糧供給の影響で急激に増加していて、

繁殖地のツンドラを脅かしていることが既に明らかになっています。ツンドラの生態系を変質させ

てしまっているということが、ここでもおきているのです。 

 

６．人と人をつなぐ渡り鳥 

鳥たちに国境はありません。鳥はビザもパスポートも持たずにいくつもの国を越えて渡っていき

ます。ハチクマなどは東アジアの全部の国を一つずつめぐってくるということが分かり、渡り鳥は世
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界各地の遠く離れた国や地域の自然と自然を

つないでいて、また、渡り鳥は、遠く離れた国や

地域の人と人もつないでいます。世界の各地で、

渡り鳥を介した人と人とのさまざまな交流、保全

に向けてのいろいろな国際協力が行われてい

ます。同じ鳥の群れをいろいろな国や地域の人

たちがみています。 

これは長野県の白樺峠、これは愛知県伊良

湖岬です（写真）。いわゆるバードウォッチャーではなく一般人で秋の一日鳥が見られても見られ

なくても、ハチクマであろうとサシバであろうと何であろうと分からなくても、大空を何百何千の鳥が

渡っていく、自然の移り変わりを楽しむために集まっている。おそらく白樺峠でみた鳥をここ伊良湖

岬でもみる。それをマレーシアのタイピンでもみる。さらにタンジュンでも一般市民の何百何千の

人たちが集まってみる。そういった意味で鳥が人をつないでいます。でもそんなつなぎ方ではない

いろんな形での人と人をつなぐ役割をしていることがあります。タカ類などの保全をめぐってなど各

地で議論（伊良湖、タイピン、ネパール、ソウルなどの会議風景あり）がかわされることがあります。

そうした会議のあとにも各国からの参加者の交流が続きます。このようなことを通じて人と人が交

流しつながっているという側面があります。 

渡り鳥が遠く離れた地域の人と人をつないでいるという点で、一つのきわだった例があります。

それは遠藤公男（1984）さんの児童書向けの本、「アリランの青い鳥（講談社）」の中に出てくる“幸

せを運ぶ青い鳥”の例です。その中の一説を紹介して人と人とのつながりをもつことの話をしたい

と思います。 

 

『北朝鮮の著名な鳥類学者、元洪九（ウォン・ホング）さんの末っ子のピョンオーは、子供の頃から

父について鳥の観察を行ない、標本づくりを手伝っていた。ピョンオー（炳 ）は 1930 年の生まれ。

日本の占領下、苦しい時代ではあったが、親子水入らずで楽しい日々が続いていた。しかし、朝

鮮戦争が始まり、家族はばらばらになる。両親は北に、ピョンオーら兄弟は南に引き裂かれる。そ

の後、引き裂かれた家族は、会うことも手紙や電話で連絡することもかなわなかった。月日が経ち、

ピョンオーは南（韓国）で鳥類学者に成長している。林業試験場の職から私立の名門、慶煕（キョ

ンヒ）大学の助教授、のちに教授になる。1964年5月、北朝鮮からモスクワ経由で、一通の封書が

日本に届く。科学院生物学研究所からのもので、ピョンヤンのモランボン公演で、日本の足環を付

けたシベリアムクドリが見つかったという。日本の足環を付けているが、どこで放したものか教えて

ほしい、という依頼だった。足環は韓国のソウルで付けられたものだった。付けたのは、元 炳 

さん、そうピョンオーだった。そして、北朝鮮から問い合わせてきたのは、科学院生物学研究所の

所長を務めていた元洪九さん、そうピョンオーの父だった。長い年月にわたって電話も出会いも、

一切通信が途絶えていた二人がシベリアムクドリの足環をともに触れるということでお互いの安否

を知る。父はこのシベリアムクドリの足環を通じて、片時も忘れたことのない我が子が、鳥類学者
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に成長していることを知る。息子は、日々、安否を気遣っていた父が、元気に鳥類学者を続けてい

ることを知る。鳥に付けられた足環は、会うことのかなわない父と子が、ともに触れたものだった。

互いに、どれほど嬉しく、また、せつなかったことか、二人が、またこの出来事を知った家族が、揺

れ動く気持ちの中で、どれだけの涙を流したことか。いまだに南北朝鮮を隔てる非武装地帯。鳥た

ちは、その境界を軽々越えて行き来する。鳥たちにまさに国境はない。元さん親子を結びつけた

シベリアムクドリは、ささやかであったかもしれないが、幸せを運ぶ青い鳥“だった。』 

《樋口広芳著(2005)『鳥たちの旅』（NHK 出版）より》  

 

この出来事は当時大きな話題になり、中国、ロシア、日本、アメリカにニュースが伝わりました。

それから何十年か経って、既に忘れ去られつつあります。最近、渡り研究を続けていることで再認

識するに至り、日本もこれに深く関わっていたわけで、これは後々の世代にまで長く伝えていかな

ければいけないことだと思っています。 

 

７．まとめと課題 

○ 個々の種の渡り鳥は、それぞれ独自の渡り経路をもっている。渡り経路は、種が同じでも、個

体により、季節により、年によって多少、あるいは大きくなる。 

○ 渡り経路の違いは、採食する食物の分布や気象条件によって異なると考えられる。 

○ 東アジアの森林や湿地の生態系は、渡り鳥によってさまざまなかたちでつながっている。各地

の生息地あるいは生態系は、渡り鳥によって網目状のネットワークを構成していると言える。 

○ 生息地の具体的なつながりを明らかにすることは、対象種の保全。感染症の伝播、温暖化の

影響を考える上で重要。 

○ 個々の生態系は、それぞれ孤立して存在しているわけではない。近隣のものと、あるいは遠く

離れたものと、渡り鳥を介してつながっている。保全を進める上では、地域の視点と地球規模での

視点の両方をもつ必要がある。 

○ 鳥は、渡りを通じて、遠く離れた国や地域の人と人をもつないでいる。渡り鳥とその生息地の

保全のためには、国際協力が不可欠。 

 

【平和なひとときの写真 （1993 年 6 月、ラムサール条約締約国会議後の北海道釧路湿原）】 

ツルと湿地の未来国際シンポジュウムのエクス

カーションの時のひとこまです。中国人、韓国人、

北朝鮮人、ロシア人、アメリカ人、日本人（樋口）

が写っています。とくに北と南の方、一つに集まっ

て交流を深める、議論するという機会は通常はな

かなかできない。でも鳥だから、渡り鳥だから、さ

らにツルのような平和の象徴、幸福の象徴である

からこそ、こういうことが可能になる。鳥たちがも
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つ力、魅力というものが計り知れない。私たちはそうした素晴らしい生きものと付き合っているとい

うことを日々私自身信じています。 

 

【最後のお楽しみと宣伝】 

今までは研究目的で衛星追跡を行ってきましたが、この夏、渡りの様子を一般公開する計画を

立てています。リアルタイムで鳥の位置、移動が分かります。また異なる国や地域の人と自然をつ

なぐ役割もしていて、まさに教育プログラムを通じて渡り経路の人たちがさまざまに交流することを

実現させたいと思っています。そのうち、何らかのかたちで公表いたしますので感心ある方は是非

アクセスしていただき楽しんでほしいと思います。 

どうもありがとうございました。～Thank you ! 

 

（おわり） 
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第２部 

 パネルディスカッション 

『鳥と生物多様性＋（プラス）』 
 

<パネリスト> 

川路 則友 氏  独立行政法人森林総合研究所北海道支所長 

小野 宏治 氏  環境省釧路自然環境事務所野生生物課長補佐 

武田 忠義 氏  北海道環境生活部環境局自然保護課主査 

大橋 弘一 氏  野鳥写真家・自然雑誌faura編集長 

樋口 広芳 氏  慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授 

 

<コーデｨネーター> 

富川 徹      野鳥お勉強会代表 
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     パネリスト紹介 （敬省略） 

樋口広芳 （ひぐち・ひろよし） 

横浜出身。東京大学大学院農学生命科学研究科教授を経て、現在、慶

應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授，東京理科大学客員教

授．専門は保全生物学，生態学，鳥類学．日本鳥学会元会長，とくに、人

工衛星を利用したツル類やハクチョウ類の渡り追跡研究に深くかかわり、

ロシア、中国などでの研究者と共同研究を行なっており、この衛星追跡研

究では、今日の鳥の保全において様々に有益な結果が得られている。現

在もそれらの研究テーマは継続している。 

 

川路則友 （かわじ・のりとも） 

鹿児島出身。九州大学大学院農学研究科博士後期課程修了農学博士

で、その後鹿児島大学助手、農林水産省林業試験場、農林水産省森林

総合研究所森林生物部、独立行政法人森林総合研究所野生動物研究

領域チーム長などを経て、現在の森林総合研究所北海道支所長に勤務

される。専門分野は、鳥類学、野生動物学で、特にヤブサメやヤマドリの

研究には奥深いものがある。 

 

 

小野宏治 （おの・こうじ） 

東京都出身。東邦大学大学院を卒業後、北海道に来られてから北海道

海鳥センターを経て、現在の環境省釧路自然環境事務所に勤務。タンチ

ョウやエトピリカなどの保護増殖事業などの自然環境事業を担当し、今

や北海道の環境行政にはなくてはならない一人である。大学ではスズメ、

大学院ではカンムリウミスズメの生態について研究する。 

 

 

 

武田忠義 （たけだ・ただよし） 

北海道江別市出身。北海道大学獣医学部卒業後、北海道（同庁）に勤

務し、主に自然環境関係に携わる。現在は北海道環境生活部環境局自

然環境課の生物多様性保全グループに勤務され、北海道の生物多様

性保全の推進業務を担当する。子供の頃から生き物好きで、野鳥の会

江別支部に中学生のころから入会。野生動物救護研究会で野生鳥獣の

救護活動に取り組んでいる。 
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大橋弘一 （おおはし・こういち） 

東京都出身。早稲田大学法学部を卒業後、楽器メーカー勤務を経て写

真家として独立。2000 年、現在の（有）ナチュラリーを設立し、自然雑誌

“ファウラ”をはじめ、「日本の野鳥」、「北海道の自然」をテーマとして出

版物等の編集制作などを行う。「自然ガイド支笏・樽前」（2002 北海道新

聞社）をはじめ、「鳥の名前」（2003 東京書籍）などの書籍の出版、日本

の重要湿地 500（環境省自然環境局）などの作品提供出版物、写真展

（個展）、テレビ・ラジオなどにレギュラー出演など、幅広い活動で自然や

生態系保全を訴えている。 

 

富川  徹 （とみかわ・とおる） 

北海道旭川市出身、江別市在住。北海道工業大学中退。たくぎん総合

研究所環境調査部を経て、99 年から（株）野生生物総合研究所に勤務。

鳥類、環境保全及び環境管理計画業務等を担当し、環境調査では現場

第一で取り組むことを志す。鳥類標識調査員、日本鳥学会会員、北海

道野鳥愛護会会員、野鳥お勉強会代表など。 
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第２部 パネルディスカッション「鳥と生物多様性＋（プラス）」                             

 

【自己アピール、生物多様性の保全について】 

各パネリストから、自身のこと、生物多様性の保全について、宣伝しておきたいことなど自由に

お話をもらいました。とくに、小野さん、武田さんには行政の立場から、川路さん、（樋口先生）には

研究者の立場から、そして大橋さんにはジャーナリストの立場からお話をいただきました。 

（以下敬省略） 

川路：                    

北海道の自然には魅せられたものがありこれからは定住を考えています。私のフィールドは羊

ケ丘の森（札幌）で、仕事場でもあり鳥の研究の場でもあります。 

羊ケ丘は、明治時代に山火事があり、その後に回復しつつある約 100 年の歴史ある林で、シラ

カンバ、ミズナラを中心にした山火再生林です。 

羊ケ丘の鳥について、私が研究してきた関東（八王子多摩森林科学園）や九州（鹿児島市鳥帽

子岳）との種類数の季節変化を比べても、羊ケ丘（とくに北海道札幌市）は、①春から夏にかけて

種類数が多く、夏と冬の種類数の違いが激しい。②記録種は 138 種、夏鳥が多いが、一時通過で

見られる鳥も数も多い。③巣を作る場所ごとの鳥の数の割合のバランスがよく、鳥にとって地上や

ササ環境が重要要素となっています。などの特徴があり素晴らしいところです。 

 

小野： 

環境省釧路自然事務所で希少種の保護増殖事業を担当しています。難しくいうと、法律では鳥

獣法の希少鳥獣、種の保存法の国内希少野生生物種などがあります。私が学生時代に研究した

カンムリウミスズメは希少鳥獣ではあるものの、とくに積極的な保護を行ってこなかった種となって

いました。今でも海鳥ではアホウドリ、エトピリカ、ウミガラスの 3 種だけが保護増殖事業の対象種

で、なぜ、カンムリウミスズメは数が少ないのに誰も着目もせず国の保護も行われないのかと思っ

ていました。 

担当の保護に関わる中で、その種だけに終わらせない取り組み、その背景をきちんと守ること

が必要なことだと思って、希少種のエトピリカなどを代表選手という感じで捉えながら、いろんな生

きものの保護に関わって行きたいと思います。 

 

竹田： 

北海道にいろんな生物がいて生物多様性が高い地域と考えています。 

生物多様性とは、遺伝子の多様性、種の多様性、生態系の多様性があります。このそれぞれ

の固有性とつながりを生物多様性といい、３つのレベルで捕えることができ、その自然の恵みを生

態系サービスとして使われています。 

北海道では、生物多様性基本法（平成 20 年）の制定及び生物多様性条約 COP10 の開催（名

古屋）などを受けて北海道生物多様性保全計画（平成 22 年 7 月）を策定しました。北海道はなだ

20



らかな山麓斜面や広大な原野があり、湿度が低く冷涼な気候、本州と大きく異なる動植物相であ

るといいながら、明治以降、人口増大などの社会の変化、動植物の生息・生育環境の減少等の

変化がみられ、背景として北海道の生物多様性に影響を及ぼしていると考えられます。本計画は、

生物多様性の保全と持続可能な地用の視点で自然環境に係わる取り組みをまとめ直すものであ

り、今後の目標と方針を示して取り組んでいます。課題は、普通の種・環境、環境の連続性、生態

系のバランスをどう保全するかなどがあげられます。 

 

大橋： 

野鳥写真家で、業務上一般向けの本などに提供することなどの仕事をしています。生物多様性

ということでは「北海道野鳥観察地ガイド」と、その姉妹版で先に出した「図鑑北海道野鳥ハンディ

ガイド」（共に北海道新聞社）が思い当たります。これらの取材で 1 年の間に 10～15 年ぶりに訪れ

るという約 100 か所のガイド地を見て回り、新しく追加した探鳥地（20～30 か所）も入れた最新情

報本を目指しました。その中で久しぶりに訪れて鳥が少なくなったと思う場所が非常に多く、本来、

鳥を見る場所が工事現場になっていたりで見る場所ではなくなったり、見た目に環境が変わって

いないよいに見えても、ずいぶん鳥が減ったと思っています。鳥を見る、写真を撮るという行為か

ら、生物多様性の概念の種の多様性にポイントをおき、また趣味として鳥をみる人の立場にたっ

て考えると、種類と個体数の多いことが大事だと思います。自然がどういう関わりであるかを知る、

健全な状態であるためには我々は何ができるか、を考えるにはこの趣味のいいところであるとい

えます。いずれにしても、探鳥地を見て回った時に 20 年前と今ではこんなに状況が違うことに愕

然とし、そこから鳥と生物多様性のことを考えざるを得ないという立場になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21



【希少種の取り組みについて】 

 生物多様性ということでは、とりわけ希少種が注目されますが、北海道でも希少なタンチョウや

シマフクロウなどの保護という観点での取り組みについて現状をうかがいました。 

 

小野： 

樋口先生の講演で渡っているタンチョウの映像をみ

ていいなと感じました。北海道のタンチョウももともとは

渡っていたと思われていて、昔は東京のお堀までタン

チョウが渡っていたということがあり浮世絵にも描かれ

ています。各地でみられたが乱獲や生息地の開発な

どで、一時は数十羽まで減ったということがありました

が、その後地域の給餌により増えて現在 1,462 羽（タン

チョウ研究グループ調査）までに回復しています。確か

に 1,000 羽を超えましたが問題があり、実際中身は給餌に依存となっていて、冬になるとわざわざ

寒い釧路に帰ってくるという、鳥としての生き方が誤っています。誤りのきっかけは人間です。これ

がもとに戻れるかとなると難しいのです。今後は給餌に依存しない自然状態で安定的に存続でき

ればと考えています。どの種も同じですが、一つの種にとどまらず種をみつめて全体の保全がで

きたらと思います。昨年、一昨年にタンチョウの生息地分散アクションプランを保護増殖事業計画

に基づいてつくり、20 年かけてタンチョウを分散させようと、緊急と思って取り組んでいます。現状

分からないことが多いのですが、分かってから走るのか、走りながら考えるかでありますが、後者

の方法で試行錯誤進めています。 

シマフクロウは、絶滅に危機していたが関係者などの給餌巣箱の設置等の協力でようやく 140

－150 羽の微増ではありますが、これからも研究者の協力を得ながら、生息地回復の計画地づく

りを行うという入り口に入ったところです。 

 

【北海道の自然保全と取り組み方向は】 

北海道における生物多様性の保全に向けて、「現状をどう捉え、どう考え、そしてどう行動して

いけばいいのか、そして私たちは何ができるのか」など、可能な限り具体的な提案を含めてうかが

いました。 

 

川路： 

森林の鳥についての生活、生息状況、環境を追いかけていますが、生物多様性ということでは

群集的な見方をしたほうがいろいろとものが言えるのかもしれません。先ほど夏鳥が減少してい

るというけど、減少している根拠をいうにはデータが必要と思います。まさしく行政のほうから施策

をとるにもやはりデータが必要です。そうした見方でデータをとってきた事例が少ないといえますし、

見られやすい種でもデータが少ないのが現状です。 
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ヤマシギ、ウズラ 道では問題されませんが、本州

では問題にされていないものの、感心がある鳥です。

ウズラの減少は数年前から言われていてどこが原因

で少なくなっているかの話を聞くと、本州は越冬場所、

北海道は繁殖なのかといったこともよく分かっていま

せん。1930 年代にかなりたくさんいたころに足環を付

けて放したデータが未だにものを言っています。これ

は貴重なデータであるが古く、数十年前に少なくなっ

ていると言いつつも、何も進歩していないという現実

があります。ヤマシギも少なくなっているというのはハンターの話です。夜行性でもあり調査も難し

いのですが、鳥をみる人が増えているのに、鳥に対する正確な情報が増えてこないのは問題です。

決まった鳥の情報はあっても身近な鳥でもゆとりをもったデータがほしいし、きっとそれらは行政

施策にも反映すると思います。データを集めてうまく利用するシステムがあれば、北海道の生物

多様性に正確なデータと根拠が得られると思われ期待したいところです。 

 

樋口： 

シマアオジやウズラが減少している話があって、私も気にして幾つか論文は書いたことがありま

す。ひとつはデータを整備して解説することが求められていることです。データがないことはないが、

気づかれずに埋もれていることがあるので、発掘することもポイントと思われます。九州の人で１

日も欠かさず 2 年間くらい鳥の観察を記録しているというが、これは行政や研究者では無理で、関

心があってやる人はできるのです。北海道独自のシステムでもデータの蓄積が必要であるし、環

境省や野鳥の会が考えている事柄もあります。北大の研究者で、データをどう集めて解析し、どう

行政に生かしていくかのいい考えを持っている先生がいるので別の機会に話してもらうといいと思

います。 

先ほども言いましたが、地域の事柄を問題にする時に、地域だけでは収まらないことが多いと

いえます。とくに、渡り鳥はまさにその研究であり、国内だけの情報だけでなく渡っていく先々の情

報を集めていく必要があると思うし、本州、中国、東南アジア、その他のどう集め、どう連携しなが

ら突き止めていくのかなどが必要です。北海道のことは北海道で考え処理していかなければなり

ませんが、同時にそういう国際的な連携のなかでデータを集め解析し、それに基づいて地域の保

全対策を立てていくのが必要で、そういう視点をきちんと持つことが大切と思われます。東アジア

では言葉の問題などがあって難しいが、それなしにたぶん解決しないと思います。言葉が通じなく

ても好き者同士で感心があれば分かり合えるところがあるので、違った地域との交流でお互い行

き来することを含めた視点と経験を増やすことが求められます。 

 

川路： 

基本的には至近的な考えとして調査ということを念頭において話します。決まったやり方決まっ
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た期間、決まった場所で行うと非常に使えるデータになります。その意味では、市民の集まりの中

でどれくらい可能なのかといえます。昔は野鳥の会の全国組織でツルの一声的に行われたことも

あり（例：繁殖鳥調査、越冬期調査など）、方法論的には確立したものがありました。今、エゾライ

チョウやウズラなどについて、環境省などに調査をやろうと持ちかけても手が回らないことが多い

といえます。まずは北海道からと思うし、先日エゾライチョウのことで道議会でも話題にあがった例

もあるように、どんな雰囲気であるのかを確認をしたいし、また、例えば団体などの申し入れがあ

れば予算につながるというシステムがあるのかなど。実現可能性を問いたいところです。 

 

竹田： 

川路さんのあった、何ができるかについては、普段か

らざっくばらんに情報交換をお願いしたいということです。

すなわち、自然についてよく分かっている人でなくても、

私たちにはこんなことができる、こんなデータがある、堅

苦しい要請でなくてもこんなことができるのはないか、時

間をつくって話を聞いてほしい、集まりがあるので来てほ

しい、呼んでほしいなど、気軽に言っていただきたい。身

近なコミュニケーションの場が昔に比べて極めて少なく

なったことが残念に感じています。もっともっとやりとりしたいです。 

もうひとつ、行政担当でも計画などの審査を行うが、何が大切なのか、だれが求めているかな

ど、聞かれても説得できないことがあります。皆さんが言っているように、道議会でこんな質問が

でた、となると世の中が動いてきます。一人ひとりが回りを巻き込んで活動すること、参加すること

（アクション）があればやりやすいと思います。 

 

小野： 

行政のなかでできることできないことがあります。種の保存法などでやっているタンチョウやウミ

ガラス、エトピリカなどで取り組んでいますが、例としてカンムリウミスズメは対象種にはなってない

ので直接は手をだせない現状があります。でも、間接的には手を出せたり、出せなかったりもしま

すが、直接手をだけなくても、例えば混獲防止の取り組みということで共通課題としては解決でき

るものがたくさんあります。そうしたものに着目しながらやりやすい環境を回りでつくってくれると、

環境省でも入っていけると思われます。できるだけ全ての種を守りたいのですが、予算には限り

があるのでどうしても着目しなければならないほうになってしまいます。軸があっていけば可能と

思います。 

 

大橋弘一： 

一般の人ということで話します。とくに写真撮る人がデジタルになって物凄く増えました。珍しい

鳥が出たと聞くとインターネットなどで情報が出回り、そこにわんさか人が押し掛け、年々ひどくな
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っています。そこに集まってくる人のなかには今自分が

撮ろうとしている鳥がどんな鳥なのかの知識もなく「何か

騒いでいて珍しいようだよ、たまには鳥でも撮ってみる

か」という人もいるように聞く。また長年鳥を撮っている

人でも、種類数を増やすことのコレクション的に写真をや

っている人も多いようで、そういう人にはとくに珍鳥もの

ばかり写っていることが多く、一方で普通種への目が少

なくなっていると感じています。具体的に少なくなったと思われるシロチドリをスライドでみてみまし

ょう（写真）。普通種だけど、最近この鳥をみないと気が付きます。例えば「この海岸でミヤコドリが

でているよ」というと、そればかり見る、撮影する人が集まって、足元にいるシロチドリに目もくれな

いということがあったので紹介しました。鳥を趣味にしている以上、コレクション的にライフリストを

増やすという方向だけでいいのか、趣味だから強制できませんが社会に貢献できる道があるとす

れば、珍鳥だけを目を向けないという姿勢をもつことが大事であると日頃から感じています。 

 

【質疑応答（会場の声）】 

これまでのディスカッションを通して、会場（参加者）から意見や質問を聞きました。 

 

上田（参加者）: 

ハチクマなどの大型の鳥は衛星追跡で渡りのルートが分かってきたというように、例えば、技術

的なことで体重の４％までは OK であるとのですが、アカモズなどの小鳥類については発信器など

を付けて長期間にわたる長距離追跡は可能でしょうか。 

 

樋口: 

技術の進歩は日進月歩です。日本は科学技術立国でその関連技術の面に大きく貢献できる可

能性があるが、今小鳥類に貢献できているわけではありません。衛星追跡ではないのですが、ジ

オロケーターという小さな機器類の利用が日本や世界で利用され広がってきつつあります。いろ

いろな大きさがあり、小さいものでは 0.6ｇ（１円玉の半分くらい）で可能になってきていて、コムクド

リ、ヒヨドリ、ツグミ、カンムリウミスズメなどに付けられます。ジオロケーターは日照時間が世界各

地で微妙に違うことを利用して調べるもので、凡その足どりを追うことができます。ただ、位置の精

度が極めて悪く、アルゴスでは誤差が 1km と言ましたが、ジオロケーターは 100、200km の誤差が

簡単に出てきます。それでも、日本で繁殖するアカモズが東南アジアのどこに行っているのか、大

まかにどう渡ってくるのかは分かります。最近、ブッポウソウ、クロツグミ、ムクドリなどではだいた

いの足どりが分かってきました。ジオロケーターはイギリスの技術だけど、我々は独自で別のシス

テムを開発しようと思っています。いろんなやり方、いろんな考え方ができる可能性があるので、

やがてサンコウチョウ、キビタキ、シマアオジにも付けて追跡できる時がくるのでないでしょうか。

おそらく小さいチップのようなものが出てくると、今広く行われているバンディング（標識調査）のあ
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り方も大きく変わるでしょう。大量に付けていい情報継

続的に得ることができる時代がいずれ来るといます。 

今研究者で進めているのは異分野の方との共同研

究があげられます。日本は科学分野が得意であるの

で、技術をもっている人がかなりいて環境問題に貢献

したいと強く思っています。皆さんもそういう人たちを発

掘し、仲良くなって小鳥類を安全に追跡できる開発な

どに加わっていただきたい。 

希少種など鳥の保全を進めるには、鳥だけ調べてもダメで、生物多様性ででたが遺伝種レベル、

種レベル、生態系レベルの３つがうまく噛みあって、はじめて希少種の保全ができるのです。異分

野との連携や共労と言いましたが、鳥たちの棲んでいる環境、生物間の相互作用を一連の事柄

を調べられるような考えや方法を身に着けることが大切です。皆さんは鳥のことには詳しいでしょ

う。もうひとつ生態系のいなかの鳥の位置、他の生きものとの相互関係のなかで生きていることを

認識しながら、その情報も合わせて収集・活用していく必要があると思います。幸い北大をはじめ、

酪農学園大学、帯広畜産大学などで若いひとが育ってきているので、若い力とプロのいい面をつ

なぎ合わせて、いい自然環境、生物多様性の保全に向けて活動を展開してほしいと願っていま

す。 

 

【捕捉意見など、こんなこともできたらいいな･･･】 

北海道での取り組みが、まだ出尽くした感はありませんが、最後に会場も含め補足としての意

見などをうかがいました。 

 

川路: 

バンディングの話がでたので一言いいます。鳥類標識事業で毎年 20 万羽が標識されています。

日本での調査は春と秋の渡りの時にたくさん付けるのが普通ですが、イギリスやアメリカでは繁殖

期に足環を付けてどこに行くか、環境の変化によって、足環が目的ではなく捕獲して個体数変動

をみるなどの調査が行われています。こうしたことでは日本は遅れていて、繁殖期に鳥を捕獲す

るのはとんでもないと言われていました。しかし、最近は山階鳥類研究所を中心に繁殖期鳥を決

まった方法で決まった場所で、決まった期間に網を張り捕まえ、環境変化、鳥の個体数変化など

を調べてみようという動機も少しずつみられてきています。そこで羊ケ丘でも 20 年調査をしてきた

が、以下に効率が悪いかを紹介しておきます。20年で51000羽、そのうち他で捕まったデータ(RC)

は、30 例（0.06％）、それも点と点なので、非常に確率が悪いのです。渡りのルートを知るためだけ

の方法で足環を使うというのは効率的に悪いといえます。捕獲したことによいって得られるデータ

は、他にも鳥がどれだけ長生きするか、いついつどこでというデータが得られます。例えば、羊ケ

丘で面白いのは、７年前に付けたコルリ（オスの成鳥で 2 歳以上の個体）が再び捕獲され、おそら

く 9 歳の鳥であろうということが分かりました。必ずしも渡りコースを調べるということだけで足環が
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使われるということではないのですが、貴重なデータも得られています。道内には 50 数人のバン

ダーがいますが貴重なデータが溜まりつつあります。 

 

（会場からの意見などはない） 

 

川路: 

竹田さんの北海道の施策の話のなかで外来種のことがありましたが、アライグマの凄さを経験

したので報告しておきます。羊ケ丘では中型哺乳類ではキツネ、タヌキ、テンなどがいますが、本

来いなかったアライグマという木に登れる動物が入ってきました。経験したのはクロツグミの巣が

引っぺがされ下され、木には点々と足跡が残っていたことがあり、またもっと驚いたのは、アカゲラ

の巣穴（3～5m）の入り口部分が歯で齧られて広がっていたことです。おそらく雛を引っ張り出した

ものと考えられます。これは先ほどの異分野ではありませんが、生態系のなかで鳥に対する脅威、

アライグマは幅を利かせることによって生態系がどう変わるかを注目していく必要があります。こ

のように、とくに森林性の鳥類については脅威になります。アライグマについてのこんな情報、目

撃などがあったら是非ご一報いただきたい。 

 

【まとめ】 

富川 : 

私なりには、生物多様性とは、いきもののいる空間

に我々があって、ともに持続して生き続けることと解

釈しています。もちろん、種、遺伝、地域などといった

総合的な考え方が必要であると思っています。 

今日は鳥を中心に話をしてきましたが、鳥に限らず

様々な生きものにおいても一緒に考えて行かなけれ

ばと、気持ちを新たにしたところです。生物多様性の

意味合いや内容は広く、これだという結論的なことはいえませんが、冒頭の話でもあったように「ど

う捉え、考え、行動していく」というプロセスは、まさに今日ここにお越しの皆さん一人ひとりの考え

を束ねて行動していくことだと、話が進むほどに強く感じました。そのためにも、もっと多くを話し合

っていかなければならないと思います。 

言ってみれば、今進めている国や道の取り組みをもとにして、私たち市民、道民が思っている考

えを提示しながら、生物多様性を意識した行動に変えていくことだと考えます。例えば、今日は野

鳥愛護会の方も多くみられますが、鳥から言えば、北海道野鳥愛護会の会報「野鳥だより」などの

記録も日本鳥類目録へのデータとして利用されていると聞きます。そうしたことでは探鳥会の鳥合

わせの記録もモニタリングということでは十分に活用できる、と思っています。 

今日の話はテーマ内容も大きく、まさに多様で難しさを感じないわけにはいかないと実感します

が、とりわけ北海道の豊かな自然に生息する野鳥や動物のことをもっと考え、真に自然と共生す
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る社会を築いていくことを願わずにいられません。この野鳥お勉強会でも、機会を見てそうした話

しをもっと続けていければと思いますが、皆さんも参加して一緒に考えていただければ幸いに思い

ます。 

最後に、このディスカッションの進行及びまとめなどについては、至らぬ点が多々ありましたこと

をお詫びいたします。また、このイベントについては、ホームページで扱うとともに報告書を作る予

定でいますので、その中において本日の内容を可能な限りまとめたく思います。ご理解の程よろし

くお願いいたします。 

本日は、樋口先生、パネリストの皆さん、そして会場の皆さんありがとうございました。 

 

（おわり） 
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あとがき 

  

この記念講演会＆パネルディスカッションの開催は、財団法人・北海道新聞野生生物基金

の助成を受けて実施することができました。ここに北海道新聞社野生生物基金の皆さまに厚

くお礼申し上げます。 

また、開催にあたっては準備から後片付けまでとお手伝いをいただいた実行委員及びスタ

ッフの皆さま、関係の皆さま、そして何より参加された多くの皆さま方のおかげがあって、この

ように無事開催を終えられたこと、あらためてお礼と感謝を申し上げます。 

300 回記念開催ということもあり、報告書は少し豪華な記念誌を意識したものも目指してい

たのですが、うまくは進まなかったのが悔やまれます。この悔しさは今後の開催を重ねながら、

さらに大きな喜びにつながるものへと引き継ぎたいと思います。ありがとうございました。 
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鳥の渡りと生物多様性の保全 

樋口 広芳（慶應義塾大学政策・メディア研究科） 

 

 鳥たちは「旅」をする．私たち人間も，旅をする．人の旅は，楽しみの旅であり，仕事の旅である．鳥の旅は，雪と

氷に閉ざされる世界から逃れる旅，あるいは，より多くの食物を求めての旅．いずれにしても生活をかけた旅である．

そこには，楽しみといった要素はないように思われる． 

 旅には目的地があり，戻ってくる場所がある．この点は鳥も人も同じである．しかし，鳥たちは，その生活をかけた

旅，渡りを毎年毎年，決まった季節に繰り返す．ある鳥はシベリアと日本の間を，別の鳥は東南アジアと日本の

間を，また別の鳥は日本を経由してシベリアとオーストラリアの間を行き来する．そうした長旅を，何百万，何千万も

の鳥たちが行なっている．鳥の旅は，まさに地球規模での季節的な大移動なのである． 

 なぜ鳥たちは，そんな長い距離を毎年移動するのだろうか．どこをどう通って目的地に着くのだろうか．春の旅と

秋の旅で移動する経路は違うのだろうか．鳥によって目的地や経路が違うのはなぜなのだろうか．移動の経路を

どうやって見つけ，目的地に到達するのだろうか． 

 鳥の旅，渡りは，私たち人間に大きなロマンを感じさせるとともに，いろいろな疑問を抱かせる．鳥の渡りの研究

は長い歴史をもっているが，具体的な渡りの様子が解明されるようになったのは，比較的最近のことである．渡りの

経路などをめぐる研究が飛躍的に進んだのは，科学技術の進歩のおかげである．とくに，人工衛星を利用した渡

りの追跡が可能になって以来である．衛星を利用した追跡研究によって，今では鳥の渡りの様子が手にとるように

わかる．しかも，鳥たちが移動している時間からそう遅れることなく，地図上であとをついていくことができる． 

 私は２０年ほどの間，衛星を利用した渡り鳥の追跡研究にたずさわってきた．それは感動の１５年であり，興奮の

連続の毎日だった．渡りの謎はわかればわかるほど興味深く，また奥の深いものだった．学問の常識では理解で

きないことがらも，数多く見つかった． 

 本講演で私は，これまでの研究の成果を３つの角度から紹介したい．一つは，旅そのものを紹介することである．

ここでは，いくつかの鳥を対象に，彼らがどこからどこへ，どのような道をたどって旅をするのかについてのべていく．

日本から北上する鳥，日本へやってくる鳥，日本の国内を旅する鳥，ヒマラヤを越える鳥，東南アジアを歴訪する

鳥などが紹介される． 

 二つ目は，旅のあり方を探ることである．大人と子供の鳥の旅の違い，親子の別れ，旅の失敗事例，迂回経

路をとる理由などについてのべることになる．三つ目は，渡り鳥の保全にかかわることである．長い旅をする鳥たち

は，近年，減少傾向が著しい．どんな鳥がいつ頃から減ってきたのか，減少の原因は何なのか，研究は対象種

の保全にどのように役に立ってきたのか，などについてのべる．朝鮮半島の非武装地帯が，渡り鳥をはじめとした

野生の生きものの保全上，重要な役割を果たしていることも紹介する予定である． 

 渡り鳥は文字通り，世界の自然をつなぐ旅をしている．皆さんも，この講演の中でそうした旅を実感していただけれ

ば幸いである． 



 

 1

      野 鳥 お 勉 強 会  開 催 目 録      Ver 10．3 

 

 〈回〉 〈年月日〉        〈 話  題 〉                 〈 話題提供者 敬称略 〉 

  １ 1987. 5. 9  身近な野鳥に関心をもとう －日本列島セキレイの動き－ 

                                                   柳沢 信雄（愛鳥教育研究会） 

  ２     6.13  野鳥の調査方法について 

                                                  富川  徹（たくぎん総合研究所） 

  ３     7.11  森にあそぶ －自然の楽しみ方－ 

                                              三木  昇（野生生物情報センタ－） 

  ４     8. 8  飛翔に憧れて －現代の航空機－  

                                              田中 隆三（ニッキン札幌支局） 

  ５     9. 2  鳥類標識調査の方法と功績 

                           三浦 二郎（樽前自然教育研究所） 

  ６    10. 3  野鳥撮影の苦心あれこれ 

                           林  大作（さっぽろ撮影社） 

  ７    11.14  街に進出する野鳥たち 

                           島田 明英（野生生物情報センタ－） 

  ８    12. 5  野鳥の民話を聞く 

                           武沢 和義（北大工学部） 

  ９ 1988. 1. 9  絵画と野鳥 

                           谷口 一芳（全道展） 

 １０     2.13  サンクチュアリを訪れる野鳥と人々 

                           大畑 孝二（ウトナイ湖サンクチュアリ） 

 １１     3.12  鳥見人をみる 

                           住友 順子（野生生物情報センタ－） 

 １２     4. 9  狩猟鳥の移り変わり 

                           富沢  親（北海道猟友会） 

 １３     5.14  山と鳥と 

                           熊木 大仁（風雪社） 

 １４     6.11  傷つき病んだ鳥を救おう 

                           森田 正治（森田どうぶつ園） 

 １５     7. 9  北の魚と磯の観察について 

                           豊島  貢（たくぎん総合研究所） 

 １６     8. 6  草創期の愛鳥教育 

                           田辺 二郎（三里塚小学校） 

 １７     9.10  英語における鳥名のあれこれ 

                           犬飼  弘（とわの森三愛高校） 

 １８     10. 8  自然に魅せられ転職に 

                           勝又  孝（ア－トアルファ） 

 １９     11.12  報道される珍鳥たち 

                           小堀 煌治（北海道新聞社） 

 ２０    12.10  北海道の野生生物情報 

                           小川  巌（野生生物情報センタ－） 

 ２１ 1989. 1.14  薬用とされる鳥たち 

                           道川冨美子（上村漢薬堂） 

 ２２     2.18  自然公園とスズメバチ 

                           畠山 俊雄（北海道野幌森林公園事務所） 

 ２３     3.11  北海道の鳥獣保護行政 

                           岡田 幹夫（北海道保健環境部自然保護課） 

 ２４     4. 8  珍鳥をスライドで見る 

                           山田 良造（野鳥写真家） 

 ２５     5.13  北海道のヒグマ事情 

                           河原  淳（とわの森三愛高校） 



 

 2

 ２６     6.10  宮島沼のガンを見続けて 

                           星子 廉彰（当別高校） 

 ２７     7.15  せせらぎウォッチング 

                           酒井 健司（たくぎん総合研究所） 

 ２８     8.12  余市周辺の野鳥と撮影マナ－ －スライドを中心に－       

                           赤石 誠二（野鳥写真研究家） 

 ２９     9. 9  キノコよもやま話 

                           伊達 佐重（栗山植物同好会） 

 ３０     10.14  夜空に輝く野鳥たち 

                           小畑 淳毅（北海道野幌森林公園事務所） 

 ３１     11.11  高校における理科Ⅰ（生物）の授業と野鳥  

                           戸津 高保（札幌商業高校） 

 ３２     12. 2  野生生物保護対策の現状 －鳥類から－  

                           梅木 賢俊（北海道保健環境部自然保護課） 

 ３３  1990. 1.19  中国の野鳥教育 －中国愛鳥交流視察から－ 

                           柳沢 信雄（愛鳥教育研究会） 

 ３４     2.10  団地における小鳥の村 

                           木内  栄（札幌市役所） 

 ３５     3.10  野幌原始林の復活 

                           瀬口 忠一（野幌森の新聞） 

 ３６     4. 7  春の草花あそび 

                           丸山 博子（野生生物情報センタ－） 

 ３７     5.12  北海道の野鳥観察記録 

                           富川  徹（たくぎん総合研究所） 

 ３８     6. 9  昆虫の観察と楽しみ方 

                           堀  繁久（北海道開拓の村） 

 ３９     7.14  オオムラサキとまちおこし 

                           高橋  慎（栗山小学校） 

 ４０     8.11  屯田防風保安林と自然教育活動 

                           上坂  登（新琴似緑小学校） 

 ４１     9. 8  キツネたちのゆくえ 

                           平井百合子（キツネハウス） 

 ４２    10.13  道内探鳥飛び歩き 

                           小山 政弘（苫小牧西高校） 

 ４３    11.10  ネイチャ－ゲ－ム 

                           高田 雅之（北海道保健環境部自然保護課） 

 ４４    12. 8  アルパインガイドと北海道の自然 

                           伊東 裕二（ＮＴＴ北海道） 

 ４５  1991. 1.12  地球にやさしい土の話 

                           関谷 長昭（北海道農業試験場） 

 ４６     2. 9  栗山の鳥、あれこれ 

                           沼野 正博（栗山おっとりクラブ） 於栗山町 

 ４７     3. 9  シンポジウム「クマゲラの棲める森を考える集い」  

                                   懇親会と共催（会場：北電北２条クラブ） 

 ４８     4.13  モエレ沼付近の標識鳥類 

                           猿子 正彦（札幌東保健所） 

 ４９     6. 8  庭にくる野鳥の観察から 

                           金上・長井（北海道野鳥愛護会） 

 ５０     7.13  世界環境の危機と森林の衰退 

                           油津 雄夫（北海道野幌森林公園事務所） 

 ５１     9.14  雪の結晶から 

                           原田 素子（ＮＴＴ北海道） 
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 ５２     10.12  北海道の自然にふれて 

                           楊   坤（北大留学生） 

 ５３     11. 9  札幌米里地区の野鳥のゆくえ －オオジュリンの記録から－  

                           渡辺紀久雄（パンダクラブ北海道） 

 ５４     12.14  森を育てる －自然のしくみの生かし方－ 

                           大友  健（北海道ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾚﾝｼﾞｬｰ） 

 ５５ 1992. 1.18  サハリンの自然に思う 

                           河井 大輔（ライズ出版部） 

 ５６     2.15  野幌森林公園のクマゲラ 

                           松山  潤（ＨＢＣ興発） 

 ５７     3.14  スウェ－デンの晩夏から冬 

                           高橋 朝子（工房開所準備中） 

 ５８     4.11  札幌の都市鳥を考える 

                           バ－バラ・アンドレ（元北大環境研） 

 ５９     5. 9  ネパ－ルの人と自然 

                           小澤  久（北大低温研） 

 ６０     6.13  函館山の野鳥と渡り 

                           佐藤 理夫（市立函館博物館）  於函館 

 ６１     7.11  釧路の自然保護 

                           深沢  敬（北海道野幌森林公園事務所） 

 ６２     8. 8  ムクドリとカラスの生活を追って 

                           竹中万紀子（北海道東海大学講師） 

 ６３     9.12  アジアの自然と農業開発 

                           石川  尚（北海道開発コンサルタント） 

 ６４    10. 9  野鳥と音楽 

                           織田 敏雄（日本野鳥の会札幌支部） 

 ６５    11.14  鳥と灯台 

                           小山 政弘（自由ヶ丘学園） 

 ６６    12.12  ユ－ラシア大陸横断見聞記 －鳥と花と－  

                           永安 芳江（北大大学院環境研） 

 ６７ 1993. 1. 9  根釧原野のハクチョウと我が家の鳥 

                                金沢 裕司（標津高校） 

 ６８     2.13  4,000 キロ雁渡る －小さな沼とｼﾍﾞﾘｱと－を取材して  

                              国本 昌秀（北海道テレビ） 

 ６９     3.13  ニワトリは鳥になる？ 

                           村上 順一（平飼養鶏経営） 

 ７０     4.10  ガラパゴス諸島見聞録 

                           荒川 昌伸（室蘭野鳥の会） 

 ７１     5. 8  北海道のアオサギ 

                           松長 克利（北大大学院環境研） 

 ７２     6.12  野幌森林公園 －自然公園と諸問題－ 

                           芹沢 裕二（酪農学園大学） 

 ７３     7.10  ホタルの舞う姿夢見て 

                           西脇 昭夫（江別市教育委員会） 

 ７４     8.14  西岡水源地の野鳥を語る！ 

                           山田 三夫（ＨＢＣ映画社） 

 ７５     9.11  バ－ドサンクチュアリ・あれこれ 

                           原田  修（日本野鳥の会ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸﾁｭｱﾘ） 

 ７６    10.16  コムケ湖の鳥はどこから来るか？ 

                           大館 和弘（もんべつかいはつくらぶ） 

 ７７    11.13  南極大陸の自然 

                           藤井 純一（南極越冬隊員） 

 ７８    12.11  写真講座 野鳥飛ぶ！ 
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                           新城  久（北海道野鳥愛護会） 

 ７９  1994. 1. 8  チゴハヤブサの生態に迫る 

                           大橋 弘一（日本野鳥の会札幌支部） 

 ８０     2.12  鳥と木の実 

                           五十嵐 博（ム－ブ植物設計） 

 ８１     3.12  大雪の花と 

                           田中  厚（厚別中学校） 

 ８２     4. 9  ボルネオの熱帯雨林と昆虫 

                           安細 元啓（たくぎん総合研究所） 

 ８３     5.21  森の推理ゲ－ム 

                           鈴木 利典（エコ・ネットワ－ク） 

 ８４     6.11  希少種鳥類の保護について 

                           幌村 幸司（北海道野幌森林公園事務所） 

 ８５     7. 9  傷病鳥の救護活動日記 

                           盛田  徹（日本野鳥の会苫小牧支部） 

 ８６     8.20  宮島沼のマガンは今！－保護における問題点とその現状－ 

                           草野 貞弘（雁を保護する会） 

 ８７     9.17  街の中の鳥や生きものたち 

                           足立 英二（街の写真家） 

 ８８    10.15  わたしの海外バ－ドウォッチング法 

                           日向 まり（日本野鳥の会札幌支部） 

 ８９    11.19  北方の両生類・爬虫類と鳥たち 

                           竹中  践（北海道東海大学） 

 ９０    12.17  春、天売島を訪ねて 

                           島   健（税理士専門学校） 

 ９１ 1995. 1.21  野鳥写真の撮り方と見方 

                           松野 有秀（星硝株式会社） 

 ９２     2.18  利尻の鳥類 

                           小杉 和樹（利尻島自然情報センタ－） 

 ９３     3.18  堀株川河口の動物たち /  （兼座談会） 

                           富川  徹（たくぎん総合研究所） 

 ９４     4.15  香港探鳥アドバイス 

                           小畑 淳毅（北海道十勝支庁）ほか 

 ９５     5.20  藤の沢愛鳥活動の変遷 

                           梶浦 孝純（藤の沢小学校） 

 ９６     6.17  ネズミとザゼンソウの関係について 

                           和田 直也（北大地球環境研） 

 ９７     7.15  ヤブサメの生活 

                           川路 則友（森林総合研究所北海道支所） 

 ９８      8.19   野生報道の傾向と対策 

                           山本  牧（北海道新聞社） 

 ９９      9.14   すぐれた自然地域の鳥たち 

                           富沢 昌章（北海道環境科学研究センタ－） 

１００     10.21   アフリカの野鳥を訪ねて (100 回記念講演会) 

                           竹田津 実（作家） 

１０１     11.18  円山動物園の鳥たち              

                                                      白澤 昌彦（円山動物園） 

１０２    12.16  猛禽類を追い続けて        

                                                       船造 淳一（日本野鳥の会札幌支部） 

１０３ 1996. 1.20    東アフリカの自然と人々のくらし   

                                                      中川  晃（道央市民生協） 

１０４     2.17  環境調査のなかの鳥たち           

                                                     三浦 和郎（北海道開発コンサルタント） 
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１０５     3.16    カナダの国立公園と野生動物    

                                                      吉中 厚裕（環境庁自然保護局） 

１０６     4.20  シマフクロウの生活        

                                                      早矢仕有子（北大農学部） 

１０７     5.18  野ネズミと寄生虫の自然史     

                                                      浅川 満彦（酪農学園大学獣医学部） 

１０８     6.15  野幌森林公園のエゾフクロウ    

                                                      宮城国太郎（酪農学園大学） 

１０９     7.13  天売島の海鳥たち         

                                                      林  英子（北大農学部） 

１１０      8.17  ササと鳥 

                                                   川路 則友（森林総合研究所北海道支所） 

１１１     9.21  水生昆虫の生活史 

                                                      張  裕平（たくぎん総合研究所） 

１１２      10.19   もし、ヒグマに出会ったら？ 

                                                      河原  淳（たくぎん総合研究所） 

１１３      11.16  中国のトキ事情 

                           柳沢 信雄（北海道野鳥愛護会） 

１１４     12.21   野鳥とりどり -ｽﾗｲﾄﾞ映写会- 

                                                      佐藤 幸典（日本野会の会札幌支部） 

１１５  1997. 1.18   恐竜発掘に参加して 

                                                木村 与吉（道自然観察指導員連絡協議会） 

１１６     2.15   遺跡調査からみた自然情報 

                           西田  茂（北海道埋蔵文化センター） 

１１７     3.15  都市におけるアカゲラの生活 

                           小高 信彦（北大大学院地球環境研） 

１１８     4.19  野鳥とパソコン時代 

                           長谷川 稔（日本野鳥の会札幌支部） 

１１９     5.17   ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸﾁｭｱﾘをめぐる昨今の諸問題 

                           村井 雅之（日本野鳥の会ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸﾁｭｱﾘ） 

１２０     6.21   最近における日本の鳥事情 （１０周年記念特別企画） 

                                       百武  充（日本鳥類保護連盟） 

１２１     7.19  エゾライチョウの生息環境について 

                           樋口 享軌（環境庁自然保護局西北海道事務所） 

１２２     8.16  東南アジアでの鳥類標識調査体験記 

                           武本 行和（日本鳥類標識協会） 

１２３     9.20    野鳥会報の編集テクニックあれこれ！ 

                           森田新一郎（北海道野鳥愛護会） 

１２４    10.18  北海道のツチガエルは持ち込まれたものか？ 

                           斉藤 和範（北大大学院地球環境研） 

１２５    11.15  森の花たちの生活 

                           水島 未記（北海道開拓記念館） 

１２６    12.20   焼尻島の鳥 

                           有田 智彦（羽幌町役場） 

１２７ 1998. 1.17   海氷とペンギン 

                           綿貫  豊（北大農学部） 

１２８    2.21  タンチョウを調査・研究する  

                           胡  東宇（北大大学院地球環境研） 

１２９    3.28  ｷﾘﾏﾝｼﾞｬﾛ登山とﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞ 

                           菊地 聖子（ノマド） 

１３０    4.18   蘭学事始め -ｵﾗﾝﾀﾞに学ぶﾘｻｲｸﾙ- 

                           岡崎 朱実（江別きれいな風の会） 
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１３１     5.16  海外における野鳥の楽しみ法 

                           猪口  卓（札幌市役所） 

１３２     6.20  ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ桃源郷 ブータン王国 

                           伊藤 幸男（道自然観察指導員連絡協議会） 

１３３    7.18  札幌市とその周辺における最近のﾂﾊﾞﾒ事情 

                           樋口 孝城（北海道野鳥愛護会） 

１３４    8.15  オオタカの分布と生態調査記録 

                           山田 良造（北海道野鳥愛護会） 

１３５     9.19  今！札幌近郊の自然は -江別市を例として- 

                           松山  潤（野幌森林公園を守る会） 

１３６     10.17  アラスカ プリビロフ地方の自然を歩く 

                           長谷 孝一（札幌市水道局） 

１３７    11.21   アオサギの生息調査と環境保全 

                           富川  徹（たくぎん総合研究所） 

１３８    12.19   ハクチョウが元気になった！ -鉛中毒から復帰まで- 

                           中出 哲也（酪農学園大学獣医学部） 

１３９ 1999. 1.16  シギ・チの鵡川河口保全（再生）に向けて 

                           山下  茂（ネイチャー研究会 in むかわ） 

１４０    2.13    豊平川の野鳥観察から 

                                                 早川いくこ（豊平川ウォッチャーズ） 

１４１    3.20   札幌市街地の生き物たち ～自然緑地の野ネズミと木の実～ 

                                                      渡辺  修（さっぽろ自然調査館） 

１４２    4.17   北極圏 スピッツベルゲン島の自然 

                           藤井 純一（NTT-TE 北海道/元南極越冬隊員） 

１４３    5.15   マガンとひと 何で食害が起こるのか？ 

                           牛山 克己（東大大学院農学生命科学研究科） 

１４４    6.19  オオタカの行動圏 

                           工藤 琢磨（森林総合研究所北海道支所） 

１４５    7.19  カモ類・タカ類 雑学 

                           中村  茂（酪農学園大学獣医学部） 

１４６    8.21  初心者バーダーある鳥学の試み    

                           内山 正裕（日本野鳥の会札幌支部） 

１４７    9.18  北海道近海のラッコ 

                           服部  薫（北海道大学獣医学部） 

１４８     10.16    北海道の川のしくみ -水鳥の生活環境を考える- 

                           妹尾 優二（エコテック） 

１４９    11.20  カラスのクルミ割り行動  

                           足立 泰啓（ＮＨＫ札幌放送局） 

１５０     12.18   野幌森林公園の四季 （150 回記念講演会） 

                           村野 紀雄（酪農学園大学環境システム学部） 

１５１  2000. 1.15   コスタリカのエコツーリズム                 

                           武田 忠義（北海道生活環境部環境室） 

１５２      2.19    石狩の鳥 -シギ・チドリの記録を中心に- 

                           樋口 孝城（石狩鳥類研究会） 

１５３      3.18    北海道のアオサギ PartⅡ 

                                    松長 克利（北大大学院地球環境研究科） 

１５４     4.15    野鳥の楽園 ランカウィ 

                           猪口  卓（札幌市役所） 

１５５     5.20  鳥の種名と正しい呼び方 

                           佐藤 正秀（北海道自然保護協会） 

１５６      6.17   渡島大島に野鳥を訪ねて 

                           猿子 正彦（日本野鳥の会札幌支部） 

１５７     7.15  北海道のサンショウウオ 
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中林 成広（北海道両棲爬虫類研究所） 

１５８      8.19   幼魚 イトウの生態 

                           江戸 謙顕（北大大学院地球環境研究科） 

１５９      9.16  標識調査から得たウミネコの移動 

                           小杉 和樹（利尻島自然情報センター） 

１６０    10.21    鳥の鉛中毒について考える 

山本 睦喜（酪農学園大学獣医学部） 

１６１    11.18    オオジュリンの渡りについて 

                           広川 敦子（日本鳥類標識協会） 

１６２    12.16  ミレニアム・野鳥フリ－ト－キング 

                           （野鳥お勉強会事務局） 

１６３  2001. 1.20  新世紀、自然との触れあい事始め 

                           酒井 健司（野生生物総合研究所） 

１６４    2.17  寄生するハチの話 

                           小西 和彦（北海道農業試験場） 

１６５    3.17  アライグマの現状と課題 

                           池田  透（北海道大学大学院文学研究科） 

１６６    4.21   苫小牧宮の森における鳥の渡り 

                           佐田 正行（日本鳥類標識協会） 

１６７    5.19  札幌の鳥 －渡りルートは？－ 

                           竹中 万紀子（北海道東海大学） 

１６８    6.16  林間放牧と植物  

                           持田 誠（北大農学部付属植物園） 

１６９    7.21  私たちの探鳥会と３０年の記録  

                           井上 公雄（北海道野鳥愛護会） 

１７０    8.18  北海道のザリガニ   

斉藤 和範（旭川大学） 

１７１    9.22  カラスの食べ物を調べる   

近藤 太佳彦（酪農学園大学環境システム学部） 

１７２   10.20  オサムシとアライグマ  

堀  久繁（北海道開拓記念館） 

１７３   11.17  室蘭の渡り鳥 

                           伴野 俊夫（ヨシキリの会） 

１７４   12.15  ケンボッキ島（浜中町）におけるコシジロウミツバメの繁殖   

河原  淳（野生生物総合研究所） 

１７５ 2002. 1.19  宮島沼のガンを調査して   

谷野 文則（元北大大学院地球環境科学研究科） 

１７６    2.16   わたしの人と自然の架け橋術 

濱本 真琴（北海道野幌森林公園事務所） 

１７７    3.16  ウトナイ湖とハクチョウ -ｳﾄﾅｲ湖におけるﾊｸﾁｮｳの生息状況- 

葉山 政治（財 日本野鳥の会ｳﾄﾅｲ湖ｻﾝｸｼｭｱﾘ） 

１７８    4.20  北海道の海鳥のはなし 

長  雄一（北海道環境科学研究ｾﾝﾀｰ） 

１７９    5.11  礼文の鳥と自然 

宮本 誠一郎（レブンクル自然館） 

１８０    6.16  廃棄物対策の現状と課題 

                           幌村 幸司（北海道日高支庁地域政策部） 

１８１    7.13  江別の川と鳥 

松山  潤（日本野鳥の会江別支部） 

１８２    8.15  鳥類による種子散布 -駒ヶ岳の例から－ 

西 秀雄（北大大学院地球環境科学研究科） 

１８３    9.28  オオセグロカモメが札幌中心部で繁殖か。なぜ？ 

 足立 英二（日本野鳥の会札幌支部） 
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１８４   10.19  海外バードウォッチングツアー 

佐々木 裕（アイデアル ワールド） 

１８５   11.16  カラフトビンズイとビンズイ 

花田 行博（日本鳥類標識協会） 

１８６   12.21  欧州に学ぶ湿地の保護 －マガンとの共存を目指して－ 

富川 徹（野生生物総合研究所） 

１８７ 2003. 1.18  新年ｽﾗｲﾄﾞ会 野鳥の写真は気ままに撮ろう！ 

佐藤 晶人（元北大野鳥研究会） 

１８８     2.15  原生花園の植物復元 

長尾 康（北海道環境生活部環境自然環境課） 

１８９     3.15  鳥島におけるアホウドリの現況報告 

辻 幸治（日本鳥類標識協会） 

１９０     4.19  札幌周辺の標識調査から －羊ヶ丘の渡り鳥とｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ調査－ 

河原 孝行（森林総合研究所 北海道支所） 

１９１    5.17  鉄の鳥と環境破壊 －ノムさんの今昔自然雑感－ 

野村 芳美（野生生物総合研究所） 

１９２    6.21  北海道の地下性チビゴミムシの話 

大山 克也（株式会社 エーティック） 

１９３    7.21  北海道のアオサギ PartⅢ 

                                                  松長 克利（北海道アオサギ研究会） 

１９４    8.21  鳥獣保護センター救護活動奮闘記 

  盛田 徹（ウトナイ湖野生鳥獣保護ｾﾝﾀｰ） 

１９５    9.27  マガンの食害原因と対策 

天野 達也（東大大学院農学生命科学研究科） 

１９６   10.18  ワシ類の保護を考える 

                                      白木 彩子（北海道環境科学研究センター） 

１９７   11.14  江別の湖沼に飛来するカモ類の観察から 

吉野 智生（酪農学園大学獣医学部） 

１９８   12.20  帯広におけるカラスの生態 

玉田 克巳（北海道環境科学研究センター） 

１９９ 2004.1.17 島梟閑話 －ｼﾏﾌｸﾛｳの今とむかし－ 

長谷川 充（日本野鳥の会苫小牧支部） 

２００    2.21 おめでたい 鳥のはなし 200 回記念特別講演 

正富 宏之（元専修大学北海道短期大学） 

２０１    3.27 北大構内の野鳥今昔 

                                   山田 雅仁（北大大学院地球環境科学研究科） 

２０２    4.17 蜘蛛を調べて 

石田 裕一（元酪農学園大学環境システム学部） 

２０３     5.15 アメリカの国立公園事情 

愛甲 哲也（北大大学院農学研究科） 

２０４     6.19 サハリンのオオワシ＆オーストラリアのヒクイドリの話 

足立 泰啓 ・ 鈴木 隆夫（ＮＨＫ札幌放送局） 

２０５     7.24 エゾナキウサギを天然記念物に！ 

矢部 玲子（札幌学院大学） 

２０６     8.21 絶滅寸前のタンチョウはどこで何を食べていたか？ 

斉藤 和範 （道立旭川高等看護学校） 

２０７    9.25 長都沼の雁カモ類と環境保護 

佐藤 ひろみ （長都沼の雁カモを守る会） 

２０８   10.16 クマゲラと私  札幌のクマゲラを守る- 

笹森 繁明 （北海道野鳥愛護会） 

２０９   11.20 何でだろう？札幌中心部、豊平川にオオセグロカモメ 

戸津 高保 （北海道野鳥愛護会） 
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２１０   12.18 野生ウズラの現状について 

奥山 正樹 （環境省西北海道地区自然保護事務所） 

２１１2005.1.22 北海道野鳥図鑑の編集のことなど 

 島田 明英 （自然ウォッチングセンター） 

２１２    2.19 北広島市の鳥類相とその魅力！ 

先崎 啓究 （北海道野鳥愛護会） 

２１３    3.26 バードカービングとわたし 

北尾 久美子（バードカービング作家） 

２１４    4.16 コウモリを探そう！ 

中島 宏章（野生生物総合研究所） 

２１５    5.21  海外探鳥をスライドショウで考える －アジアを中心に－ 

 猪口 卓（札幌市役所） 

２１６    6.19 どうぶつ病院奮闘記！ －野生動物の看護と治療－ 

                                              齋藤 聡 (石山通り動物病院） 

２１７    7.09 北海道 アオサギの世界  アオサギ調査報告（総集編） 

                                         松長 克利 （北海道アオサギ研究会） 

２１８    8.20 札幌近辺の？ハゼ～あれこれ・・・・・！ 

                 橋本 誠也 （ＧＩＳ北海道） 

２１９    9.10 礼文島・探鳥の魅力！ 

嶋崎 太郎 （東京農業大学） 

２２０    10.29 イトウは本当に絶滅危惧種か・・・？ 

秋葉 健司 （野生生物総合研究所） 

２２１    11.19 博物館標本と折居彪二郎 

 加藤 克 （北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園） 

２２２    12.17 空飛ぶ生き物 －釧路周辺の鳥とカクイドリ!?(ｺｳﾓﾘ)－  

芹澤 裕二 （野生動物研究家） 

２２３ 2006.1.21 昨今のウトナイ湖周辺活動とタンチョウについて 

                                         原田 修 （ウトナイ湖サンクチュアリ） 

２２４     2.18 北海道におけるミサゴの営巣環境 

 佐々木 晶子 （北海道ネイチャーリサーチ） 

２２５     3.18 ニュージーランド鳥見旅！ 

早坂 泰夫 （北海道野鳥愛護会） 

２２６    4.15 野遊びとわたし 

佐藤 祐一 （北海道自然観察協議会） 

２２７    5.20 みんなで考えよう シマアオジの保全対策 

玉田 克巳 （北海道環境科学研究センター） 

２２８    6.17 エゾライチョウの話 20 周年特別記念講演 

藤巻 裕蔵 （帯広畜産大学名誉教授） 

２２９    7.22 埋文センターのトリとケモノ 

西田 茂 （北海道埋蔵文化センター） 

２３０    8.19 野幌森林公園の戦後開拓 

西田 秀子 （新札幌市史編集委員） 

２３１    9.30 モエレ沼（札幌市）の水鳥 

吉田  言 （酪農学園大学環境システム学部） 

２３２    10.21 鵡川河口と人工干潟のシギ・チドリ 

門村 徳男 （ネイチャー研究会 in むかわ） 

２３３    11.18 アライグマによる被害を防止するために 

阿部 豪 （北大大学院 文学研究科） 

２３４     12.16 チュウヒの生態写真に迫る！ 

新城 久 （北海道野鳥愛護会） 

２３５  2007.1.20 札幌周辺のカラスたち 

竹中 万紀子 （北海道東海大学） 
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２３６     2.17 2007 むし講座 -日本産オオヨモギハムシ種群の地理的変異と進化－ 

 齋藤 諭 （日本データサービス） 

２３７     3.17 自然撹乱と野鳥の仲－敵、味方？－ 

                      黒沢 令子 （北大大学院 地球環境科学研究科） 

２３８    4.21 どうなる？北海道とサハリンの自然 

                                       奥谷 浩一 (札幌学院大学 人文学部) 

２３９    5.19 絶滅危惧種シマアオジ さてどのように保護するか？ 

                             玉田 克己 （北海道環境科学研究センター自然環境部） 

２４０    6.16 シマフクロウの生活 Part Ⅱ 

                                           早矢仕 有子 （札幌大学法学部） 

２４１    7.21 タスマニアの大自然はこれだ！ 

                                      菊池 聖子 （自然フィールドたび倶楽部） 

２４２    8.18 自然界における虫の役割 

                                            久万田 敏夫 （元北大農学部） 

２４３    9.21･22 野鳥お勉強会 in 旭川 外来種ワークショップ 

① 個体から地球の健康状態をのぞき診る保全医学研究～野鳥救護、アライグマ防除、タヌキ冬

眠試験を例として                   福井 大祐 （旭川市旭山動物園） 

② ウチダザリガニは在来生物をいかに駆逐するのか？ 

                                斎藤 和範 （道立旭川高等看護学校） 

③ 江丹別のウチダザリガニ防除体験 ＆ 試食会 

 

２４４   10.20 野鳥基礎講座 カラスってどんな鳥？ 

                                          中村 眞樹子 （札幌カラス研究会） 

２４５   11.17 エゾシカとの交通事故～何が問題で、どうしたらいいの？ 

                               野呂 美紗子 （財団法人 北海道開発技術センター） 

２４６   12.15 支笏湖、大自然とその魅力に迫る！ 

許  成基 （支笏湖の水とチップの会） 

２４７ 2008.1.19 航路の海鳥ウォッチングは楽しい！ －苫小牧～八戸航路の海鳥たち－ 

                                         北山 政人 （北海道野鳥愛護会） 

２４８    2.16 熱き“鳥”を語る講師たち 

安 真一郎 （北海道野鳥愛護会） 

２４９    3.15 ウルルン中国鳥紀行 

                                     織田 ゴム長 （日本野鳥の会 札幌支部） 

２５０    4.19 支笏湖の鳥 

                                  富川  徹 （野生生物総合研究所） 

２５１    5.17 生物にやさしい自然魚道の可能性を探る 

                                     張 裕平 （野生生物総合研究所） 

２５２    6.21 昨今における環境をめぐる鳥の話題  

                                  小畑 淳毅 （北海道空知支庁） 

２５３    7.17 虫と人との関係 －吸血昆虫を中心に- 

                                       佐々木 均（酪農学園大学環境昆虫学教室） 

２５４    8.16 勇払弁天沼におけるチュウヒの生息環境 

                                           笹森 健太 （北海道工業大学大学院） 

２５５    9.20 アオサギの未来を考えてみませんか？ 

                               松長 克利 （北海道アオサギ研究会） 

２５６    10.3 越冬地と中継地におけるマガンの遺伝構造 

                               森口 紗千子 （東京大学農学生命科学研究所） 

２５７   11.22 札幌と旭川におけるチゴハヤブサの営巣記録 

                      菰田 雅樹 （環境共育事務所 うてきあに） 

２５８   12.20 北海道のチュウヒについて考える 

一北 民郎 （北電総合設計） 

２５９ 2009.1.17 礼文島 サシバの記録と野鳥たち  

富川 徹 （野生生物総合研究所） ・ 小畑 淳毅 （北海道空知支庁） 
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２６０    2.21 森と水鳥の不思議な関係：アオサギの繁殖コロニーを例として 

                                上野 裕介 （北海道大学大学院 水産科学研究科） 

２６１    3.28 サハリン先住民族の植物利用について 

                                           水島 未記 （北海道開拓記念館） 

２６２    4.18 北海道 足元にいるトガリネズミたち 

                       南波 興之 （北海道大学低温科学研究所 生物多様性グループ） 

２６３    5.16 石狩の鳥・北海道の鳥 

                     樋口 孝城 （石狩鳥類研究会） 

２６４    6.20 スズメのはなし：生態と個体群の遺伝的構造 

泉 洋江 （北海道大学大学院地球環境科学研究科） 

２６５     7.18 野幌森林公園の鳥類とカワニナの関係をしらべる！ 

 前場 健太 （酪農学園大学） 

２６６    8.15 札幌周辺でのツツドリと宿主となる鳥とのビミョウな関係 

川路 則友 （森林総合研究所北海道支所） 

２６７    9.26 札幌近郊におけるコウモリの生活 －防風林・農耕地の有用性－ 

石井 健太 （野生生物総合研究所） 

２６８   10.17 野鳥の民話を聞く.2 ウトウという名の鳥ほか 

武沢 和義 （北海道野鳥愛護会） 

２６９   11.21 シマアオジとの半世紀 

小山 心平 （ナチュラリスト） 

２７０   12.19 積丹半島におけるイワツバメの構造物利用 

富川 徹 （野生生物総合研究所） 

２７１ 2010.1.16 鳥の健康を診る！ －鳥の寄生虫を調べる－ 

吉野 智生 （酪農学園大学獣医学部） 

２７２   2.20 鳥とサクラ 

猿子 正彦 （日本野鳥の会 札幌支部） 

２７３   3.20 カナダアルバータ州の鳥たちを観察して 

竹内 強 （北海学園札幌高校） 

２７４   4.17 地域の活性化を考える －技術士会の活動を通じて－ 

伊藤 恒雄 （内外エンジニアリング北海道） 

２７５   5.15 クマゲラを守ろう！ －人と天敵動物について考える－ 

笹森 繁明 （北海道野鳥愛護会） 

２７６   6.19 将来の環境が不確実な下での生物の成長と繁殖戦略！ 

大泉 嶺 （北海道大学環境科学院） 

２７７   7.17 滑空性哺乳類の生態を知る －エゾモモンガの研究から－ 

 浅利 裕伸 （北海道野生動物研究グループ） 

２７８   8.21 狩猟鳥について考える！ 

        川路 則友 （森林総合研究所北海道支所） 

２７９   9.18 やんばるの森のオオコノハズクとリュウキュウコノハズク 

外山 雅大 （北海道大学環境科学院） 

２８０   10.16 オオセグロカモメは都会がお気に入り？ 

長谷川 理 （エコ・ネットワーク） 

２８１  11.20 野鳥お勉強会 in 帯広 

① 帯広-広尾道を中心にモモンガやコウモリ等の保全対策 

柳川 久 （帯広畜産大学） 

② 十勝平野の猛禽類（オオタカ、ハイタカ、ノスリ）の分布状況と営巣環境 

                 平井克亥 （帯広畜産大学） 

２８２  １2.18 鳥類調査でわかること/わからないこと －もっと注目したい“多様で動的で連続”な自然 

         のあるべき姿                       土屋 尚 （日本野鳥の会 札幌支部） 

２８３ 2011.1.15 コウモリと鳥と写真と私・・・、 

中島 宏章 （写真家） 

２８４   2.19 人工林の管理と鳥類多様性 

山浦 悠一 （北海道大学大学院農学研究院） 
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２８５   3.19 カイツブリ  身近な水鳥の生活を探る- 

中田 達哉 （酪農学園大学環境システム学部） 

２８６   4.16 短歌でバードウォッチング  

臼田 正 （日本野鳥の会札幌支部） 

２８７   5.21 石狩沿岸地域の鳥たち 25 周年記念企画 

樋口 孝城 （石狩鳥類研究会） 

２８８   6.18 ヤブサメの生態は藪の中、闇の中 

上沖 正欣 （立教大学大学院生命理学専攻） 

２８９   7.16 石狩地方の田んぼに生息するアオサギの生態 

玉田 克巳 （北海道立総合研究機構） 

２９０   8.20 夏鳥が来る日を予測できる！-札幌市羊ヶ丘での 20 年間の記録から- 

川路 則友 （森林総合研究所北海道支所） 

２９１   9.17 私の見た身近なチョウやガなどなど 

原 瑞恵 （日本蛾類学会） 

２９２   10.15 ヒグマの多発年の予測と対策＋ 

幌村 幸司 （北海道環境生活部環境局自然保護課） 

２９３   11.19 ヒグマの出没状況Ⅱ＋20 年の野生鳥獣被害から見えるもの 

幌村 幸司 （北海道環境生活部環境局自然保護課） 

２９４   12.17 札幌羊ヶ丘の鳥類標識調査{続} 

河原 孝行 （森林総合研究所北海道支所） 

２９５ 2012.1.21 フィールドで出会う爬虫類や両生類 

徳田 龍弘 （爬虫類・両生類写真家・研究家） 

２９６    2.18 最近のエゾシカ事情について 

伊吾田 宏正 （酪農学園大学農食環境学群環境共生学類） 

２９７ 3.17 オオタカにストレスを与えない調査方法を考える ～オオタカの鳴き声と繁殖確認への応用 

                  松岡 和樹 (北海道野生動物研究グループ) 

２９８ 4.21 日本野鳥の会の誕生 －中西悟堂とその時代－ 

松山 潤 （日本野鳥の会江別支部） 

２９９ 5:26 仮）石狩川のシギ・チドリとチュウヒについて 

道川 冨美子 （北海道野鳥愛護会） 

３００ 6.16 野鳥お勉強会 第 300 回記念講演会＆パネルディスカッション 

[第１部] 記念講演 「鳥と渡りと生物多様性の保全」 

樋口 広芳 （慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授） 

[第２部] パネルディスカッション 「鳥と生物多様性＋（ﾌﾟﾗｽ）」 

<パネリスト>  川路 則友 （独立行政法人 森林総合研究所北海道支所長） 

小野 宏治 （環境省釧路自然環境事務所野生生物課課長補佐） 

武田 忠義 （北海道環境生活部環境局自然保護課主査） 

大橋 弘一 （野鳥写真家・自然雑誌 faura 編集長） 

樋口 広芳 （慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科特任教授） 

<コーディネーター>   富川 徹   （株式会社 野生生物総合研究所主任研究員・野鳥お勉強会代表） 

[第３部] 第 300 回記念祝賀会（交流会） 

 

３０１ 予定 7.21 マレイシアの探鳥と自然観察 

佐々木 裕 （HBC トラベルサービス） 
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                                       希少野生動植物種保護増殖事

業パンフレット＆北海道でみら

れるウミスズメ類のパンフレット

（環境省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

北海道生物多様性保全計画の

概要パンフレット（北海道） 
 

 

 

 

 

 

 

 







新聞記事（関係分） 

 

○平成 24 年 6 月 2 日 北海道新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成 24 年 6 月 8 日 朝日新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○平成 24 年 6 月 17 日 北海道新聞 

 

 

 


